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摘
　
　
要

鳥
取
藩
政
資
料
及
び
そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
資
料
群
を
見
て
い
く
と
、
藩
士
の
起
こ
し
た
事
件
は
『
家
老
日
記
』
な
ど
藩
の
公
的
記
録
に
書
記
さ
れ
る
に

と
ど
ま
ら
ず
、
同
時
に
関
係
者
と
そ
の
周
辺
に
語
り
伝
え
を
発
生
さ
せ
、
そ
の
内
容
が
や
が
て
諸
種
の
文
献
の
中
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
ま
た
そ
う
し
た
語
り
伝
え
の
中
で
は
、
実
説
に
対
す
る
改
変
増
補
が
行
わ
れ
、
事
件
や
人
物
へ
の
独
自
の
解
釈
や
評
価
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
起
こ
っ
て

く
る
。
こ
こ
で
は
、
実
録
（
実
録
体
小
説
）
の
生
成
・
展
開
と
同
様
の
こ
と
が
生
じ
て
い
る
。

鳥
取
藩
初
代
藩
主
池
田
光
仲
在
任
時
代
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
―
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
起
こ
っ
た
四
つ
の
刃
傷
事
件
は
、
一
八
〇
〇
年
代
中
葉

に
至
る
ま
で
語
り
伝
え
ら
れ
、
ま
た
文
献
の
中
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
中
に
見
ら
れ
る
実
録
化
の
様
相
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
実
録　

近
世
小
説　

鳥
取
藩

一
　
は
じ
め
に

　

前
稿
「
鳥
取
藩
士
宅
間
八
太
夫
事
件
の
実
録
化
に
つ
い
て）

1
（

」
に
お
い
て
論
じ
た

通
り
、
鳥
取
藩
政
資
料
及
び
そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
資
料
群
を
見
て
い
く
と
、
藩

士
の
起
こ
し
た
事
件
は
、『
家
老
日
記
』
な
ど
藩
の
公
的
記
録
に
書
記
さ
れ
る
に

と
ど
ま
ら
ず
、
同
時
に
関
係
者
と
そ
の
周
辺
に
語
り
伝
え
を
発
生
さ
せ
、
そ
の
内

容
が
や
が
て
諸
種
の
文
献
の
中
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま

た
そ
う
し
た
語
り
伝
え
の
中
で
は
、
実
説
に
対
す
る
改
変
増
補
が
行
わ
れ
、
事
件

や
人
物
へ
の
独
自
の
解
釈
や
評
価
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
起
こ
っ
て
く
る
。
こ
れ
ら

は
、
実
録
体
小
説
と
し
て
の
書
物
の
形
態
を
整
え
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
も

の
の
、
そ
こ
で
生
じ
て
い
る
こ
と
は
、
一
種
の
実
録
化
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
稿
で
は
、
鳥
取
藩
初
代
藩
主
池
田
光
仲
在
任
時
代
、

寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
―
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
起
こ
っ
た
四
つ
の
刃
傷
事

一
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件
に
つ
い
て
、
如
何
に
語
り
伝
え
ら
れ
書
き
留
め
ら
れ
た
か
、
そ
の
様
相
を
辿
り

た
い
。

　
『
鳥
取
県
史 

第
四
巻）

2
（

』
で
は
、
寛
永
九
年
、
当
時
三
歳
で
あ
っ
た
光
仲
が
従
兄

池
田
光
政
と
の
国
替
え
に
よ
っ
て
備
前
か
ら
移
っ
て
鳥
取
藩
が
成
立
し
、
以
降
特

に
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
―
七
三
）
頃
に
か
け
て
家
臣
の
格
式
・
職
制
の
整
備
が

行
わ
れ
た
結
果
、
文
治
的
風
潮
が
高
ま
り
武
士
の
官
僚
化
が
進
ん
だ
と
す
る
。
か

く
て
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
七
月
、
藩
士
の
高
浜
権
右
衛
門
が
西
田
小
左
衛
門

を
斬
っ
た
事
件
に
つ
い
て
、
西
田
が
高
浜
の
家
筋
が
低
い
と
揶
揄
し
た
の
に
対

し
て
、
大
坂
の
陣
に
お
け
る
父
の
武
功
を
誇
り
と
す
る
高
浜
が
憤
慨
し
た
も
の

で
、
武
人
派
の
反
骨
の
姿
勢
に
よ
る
と
解
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
家
筋
を

揶
揄
し
た
と
い
う
の
は
後
世
の
『
因
府
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
一

方
藩
の
『
家
老
日
記
』
に
は
、
西
田
は
「
様
々
悪
口
仕
候
」
と
あ
る
に
と
ど
ま
る

点
に
留
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る）

3
（

。『
因
府
録
』
に
関
し
て
は
、
坂
本
敬
司
「
鳥

取
藩
家
老
制
度
の
成
立
過
程）

4
（

」
に
、
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
六
月
の
家
老
荒
尾

但
馬
罷
免
事
件
を
取
り
上
げ
る
中
で
、
従
来
の
こ
の
事
件
に
関
す
る
論
は
『
因
府

録
』
に
依
拠
す
る
も
の
の
、
こ
の
書
は
後
世
の
風
聞
や
伝
承
に
基
づ
く
記
述
が
多

い
と
し
て
、
よ
り
一
次
的
な
資
料
を
掲
げ
て
事
件
に
つ
い
て
の
再
検
討
を
行
っ
て

い
る
。
即
ち
、
あ
る
事
件
を
意
味
付
け
評
価
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
資
料
の
記
述

の
成
立
し
た
背
景
（
説
の
継
承
や
変
容
の
様
相
）
を
可
能
な
限
り
解
明
し
て
お
く

べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
説
と
、
実
録
的
記
述
と
の
関
係
の
あ
り
方

を
探
る
こ
と
は
、
史
学
・
文
学
の
双
方
に
と
っ
て
有
益
な
作
業
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　

な
お
高
浜
・
西
田
喧
嘩
の
一
件
は
、
近
代
に
至
っ
て
三
田
村
鳶
魚
「
伊
賀
の
水

月）
5
（

」
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
西
田
が
高
浜
を
斬
っ
た
後
、
堂
々

切
腹
を
遂
げ
て
武
道
の
作
法
を
全
う
し
た
話
と
し
て
記
し
て
い
る
。
即
ち
、
前

記
の
『
家
老
日
記
』
等
で
、
西
田
は
高
浜
に
悪
口
を
浴
び
せ
斬
ら
れ
た
の
で
あ

り
、
そ
の
言
動
は
重
々
理
不
尽
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
反
転
が

生
じ
て
い
る
。
ま
た
宮
脇
久
右
衛
門
が
京
都
の
町
中
で
武
士
を
斬
っ
た
事
件
（
本

稿
第
五
節
に
後
掲
）
に
つ
い
て
、
有
本
天
浪
編
『
古
武
士
の
面
影
』（
文
成
社
、

一
九
〇
九
年
）
で
は
、
酔
っ
た
町
同
心
た
ち
に
恥
辱
を
与
え
ら
れ
よ
う
と
し
た
の

を
見
事
に
斬
り
散
ら
し
武
勇
を
顕
し
た
も
の
と
す
る
が）

6
（

、
鳥
取
藩
内
で
は
こ
れ
と

は
異
な
る
説
が
語
ら
れ
て
い
た
。
近
代
に
至
っ
て
出
版
物
に
採
録
さ
れ
た
説
も
相

対
化
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
問
題
は
、
特
に
近
世
の
段
階
で
如
何
な
る
説

が
語
ら
れ
如
何
に
変
容
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
以
上
の
問
題
意

識
か
ら
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

二
　
高
浜
権
右
衛
門
・
西
田
小
左
衛
門
喧
嘩
の
事

　

寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
七
月
、
高
浜
権
右
衛
門
が
西
田
小
左
衛
門
を
斬
害
し
、

自
身
は
切
腹
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。
先
ず
は
藩
の
記
録
で
あ
る

『
家
老
日
記）

7
（

』
寛
文
六
年
七
月
四
日
の
条
に
記
す
所
が
当
時
実
説
と
見
な
さ
れ
て

い
た
内
容
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
七
月
一
日
、
少
し
先
に
登

城
し
て
い
た
権
右
衛
門
に
向
か
っ
て
、
後
に
来
た
小
左
衛
門
が
悪
口
し
た
。
権
右

衛
門
は
殿
中
故
に
こ
れ
を
堪
え
、
下
城
後
小
左
衛
門
宅
へ
行
っ
た
が
不
在
、
翌
朝

再
度
赴
き
斬
害
し
た
。
こ
の
件
殿
様
の
御
耳
に
達
し
、
非
は
専
ら
小
左
衛
門
に
あ

る
と
認
識
さ
れ
た
が
、
喧
嘩
両
成
敗
の
法
は
逃
れ
難
く
、
権
右
衛
門
は
切
腹
を
仰

せ
付
け
ら
れ
た
。

　
　

 
高
浜
権
右
衛
門
・
西
田
小
左
衛
門
儀
、
七
月
朔
日
御
礼
日
に
付
登
城
仕
候
。

権
右
衛
門
は
少
先
え
御
城
え
罷
出
、
小
左
衛
門
は
暫
跡
ゟ
参
候
。
然
処
、
権

右
衛
門
を
目
掛
、
小
左
衛
門
様
々
悪
口
仕
候
。
然
ど
も
殿
中
儀
故
、
権
右
衛

二

鳥
取
藩
池
田
光
仲
時
代
に
お
け
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録
化
に
つ
い
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門
致
堪
忍
、
何
之
返
答
も
不
申
不
入
聞
体
に
而
罷
在
由
。
下
城
以
後
右
之
存

念
為
可
承
届
、
小
左
衛
門
方
え
押
参
候
へ
ど
も
、
宿
に
居
不
申
、
翌
朝
又
小

左
衛
門
所
え
参
、
座
敷
へ
呼
出
、「
昨
日
於
御
城
雑
言
之
品
々
覚
在
之
哉
」

と
申
候
へ
共
、
小
左
衛
門
中
々
存
立
以
申
通
申
に
付
、
即
座
に
小
左
衛
門
を

斬
殺
候
。
則
其
座
不
去
立
罷
在
一
町
之
者
共
方
え
人
を
遣
、
右
之
首
尾
申
聞
、

其
以
後
御
横
目
衆
へ
も
注
進
仕
由
。
池
田
大
蔵
早
々
被
参
、
右
之
子
細
具
被

承
、
家
老
中
え
被
申
届
故
、
早
々
御
耳
に
立
候
処
、
小
左
衛
門
儀
重
々
不
理

尽
之
族
、
権
右
衛
門
儀
は
当
座
於
御
城
堪
忍
仕
、
前
後
之
首
尾
無
残
所
様
子

に
付
、
御
思
案
被
遊
可
被
仰
出
候
間
、
先
池
田
大
蔵
え
御
預
被
成
御
意
付
、

此
旨
大
蔵
え
申
渡
、
其
日
は
其
儘
権
右
衛
門
屋
敷
に
罷
在
候
。
然
共
喧
嘩
両

成
敗
之
御
法
に
候
へ
ば
、
又
翌
日
切
腹
被
仰
付
候
。

続
け
て
、
殿
様
か
ら
は
「
小
左
衛
門
重
々
不
届
、
権
右
衛
門
は
前
後
之
首
尾
神
妙

成
裁
許
」
に
て
、
権
右
衛
門
の
遺
さ
れ
た
娘
た
ち
を
彼
の
兄
太
兵
衛
方
に
て
養
育

す
べ
き
こ
と
な
ど
達
せ
ら
れ
、
不
憫
を
加
え
ら
れ
た
と
記
す
。
な
お
『
高
浜
槌
弥

家
譜）

8
（

』
に
記
す
所
も
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

　

佐
藤
長
健
が
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
―
六
四
）
に
至
る
ま
で
の
藩
に
関
わ
る
諸

事
を
記
録
し
た
『
因
府
録）

9
（

』
に
は
、
こ
の
事
件
に
関
し
て
四
つ
の
説
を
掲
げ
る
。

第
一
は
、
前
掲
『
家
老
日
記
』
と
重
な
る
内
容
で
あ
る
。
但
し
、
城
内
に
お
い
て

「
西
田
如
何
成
所
存
有
て
や
、
高
浜
を
目
懸
け
群
雄
の
面
前
を
不
レ
顧
悪
言
大
に

罵
り
け
り
」、
翌
日
早
朝
高
浜
が
来
訪
し
た
時
、
西
田
は
「
弥
過
言
す
」
な
ど
と
、

西
田
側
の
悪
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
末
尾
に
、
西
田
宅
の
場
所
に
つ
い
て
言
及

し
、
こ
の
事
件
が
今
も
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
言
う
。

　
　

 

其
頃
西
田
が
屋
敷
は
、
湯
所
中
の
惣
門
外
の
堀
端
を
西
に
通
れ
ば
内
田
の
方

に
突
抜
の
小
路
有
、
南
側
の
角
也
。
今
に
湯
所
の
喧
嘩
屋
敷
と
云
は
、
其
頃

よ
り
云
触
し
た
る
也
。

　

第
二
に
記
す
説
は
、
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

　
　

 

或
説
に
、
西
田
に
高
浜
が
遺
恨
の
根
元
は
、
七
月
朔
日
登
城
の
時
同
道
せ
ん

と
兼
約
せ
し
に
、
高
浜
先
に
出
け
る
を
憤
り
て
、
高
浜
に
向
て
言
け
る
は
、

「
流
石
に
家
柄
の
船
頭
は
功
者
な
れ
ど
も
、
は
や
き
船
も
淀
に
着
遅
き
舟
も

淀
に
着
た
り）

10
（

」
と
、
繰
返
し
〳
〵
訇
り
け
る
と
也
。

こ
の
説
で
は
、
高
浜
が
先
に
登
城
し
た
こ
と
に
西
田
が
腹
を
立
て
、
執
拗
に
悪
口

し
た
こ
と
か
ら
事
件
が
起
こ
っ
た
と
す
る
。
権
右
衛
門
の
父
高
浜
十
兵
衛
正
友

は
、
元
は
水
軍
技
術
家
で
、
慶
長
一
九
年
（
一
六
一
四
）
池
田
忠
雄
の
臣
横
川
治

兵
衛
重
陳
に
従
い
、
大
坂
冬
の
陣
に
水
主
と
し
て
従
軍
し
、
伯
楽
ヶ
淵
の
戦
い
で

敵
将
平
子
主
膳
正
貞
を
討
ち
、
後
に
光
仲
に
仕
え
、
荒
尾
但
馬
の
組
士
と
な
り
、

米
子
で
船
舶
を
管
す
る
な
ど
し
た
。
そ
の
次
男
が
権
右
衛
門
で
あ
る
（『
高
浜
槌

弥
家
譜
』
等
）。
西
田
は
こ
の
こ
と
を
「
家
柄
の
船
頭
」
と
侮
辱
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
言
う
「
或
説
」
と
は
、
当
日
現
場
の
状
況
を
直
接
知
る
人
に
拠
る
も
の

か
、
あ
る
い
は
、
一
旦
『
家
老
日
記
』
に
言
う
如
き
簡
潔
な
情
報
が
広
ま
っ
た
後

に
真
し
や
か
に
作
ら
れ
た
話
か
。
も
し
後
者
で
あ
れ
ば
、
実
録
の
生
成
と
極
め
て

似
た
現
象
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

第
三
は
、『
雪
窓
夜
話
』
巻
八
所
収
の
話
の
引
用
で
あ
る
。『
雪
窓
夜
話
』
は
、

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
に
没
し
た
上
野
忠
親
が
最
晩
年
ま
で
編
纂
を
続
け
て

成
っ
た
も
の
で
あ
る
（
こ
こ
で
は
、
直
接
『
雪
窓
夜
話
』
の
写
本
に
拠
っ
て
掲
げ

る）
11
（

）。
当
事
件
に
関
す
る
条
は
、
石
河
四
方
左
衛
門
正
直
が
語
っ
た
と
い
う
以
下

の
如
き
も
の
で
あ
る
。
登
城
し
て
儀
礼
の
始
ま
る
前
に
諸
士
が
雑
話
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
高
浜
が
言
っ
た
「
当
座
ノ
一
言
」
を
西
田
が
「
耳
ニ
カ
ケ
テ
」
鬱
憤
を
差

し
挟
み
、
下
城
す
る
や
高
浜
の
宅
へ
押
し
掛
け
斬
り
付
け
た
。
高
浜
は
側
に
置
い

て
い
た
脇
指
を
抜
く
間
も
な
く
鞘
な
が
ら
取
っ
て
防
戦
し
、
西
田
目
掛
け
て
走

り
込
ん
だ
が
突
き
止
め
ら
れ
た
。
西
田
は
そ
の
場
で
切
腹
し
た
。
高
浜
の
死
骸

三
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は
脇
指
を
引
き
被
っ
た
ま
ま
木
人
の
如
く
固
ま
っ
て
動
か
な
か
っ
た
、
と
す
る
。

『
因
府
録
』
は
、『
雪
窓
夜
話
』
の
こ
の
一
条
を
引
用
し
た
上
で
、「
高
浜
が
西
田

を
切
た
る
事
、
世
人
聞
知
た
り
。
素
よ
り
記
録
有
て
明
白
な
れ
ば
論
ず
る
に
不
レ

及
。
按
ず
る
に
、
高
浜
を
西
田
と
取
違
へ
た
る
咄
し
の
齟
齬
成
べ
し
」
と
し
て
い

る
。
こ
の
『
雪
窓
夜
話
』
所
収
話
は
、『
家
老
日
記
』
の
伝
え
る
如
き
実
説
が
入

れ
違
っ
た
状
態
で
伝
わ
り
、
そ
こ
に
両
者
の
戦
い
ぶ
り
に
つ
い
て
虚
構
が
付
加
さ

れ
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
西
田
に
つ
い
て
「
其
名
ヲ
得
タ
ル

喧
狂
ノ
不
理
屈
ノ
者
也
ケ
レ
バ
」
と
、
そ
の
人
間
性
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
言

い
、
高
浜
に
つ
い
て
、

　
　

 

此
権
右
衛
門
ハ
大
坂
ニ
テ
高
名
ア
リ
シ
高
浜
十
兵
衛
ガ
次
男
也
。
血
筋
ホ
ド

有
テ
不
運
ニ
シ
テ
片
刃
ニ
撃
殺
サ
レ
タ
レ
共
、
夫
死
ザ
マ
凡
人
ニ
ア
ラ
ズ

ト
、
見
ル
人
舌
ヲ
振
ヒ
タ
リ
。

と
、
親
十
兵
衛
の
大
坂
の
陣
で
の
奮
戦
と
関
連
付
け
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

即
ち
、
実
説
か
ら
乖
離
し
た
ま
ま
虚
構
を
設
け
る
に
際
し
て
、
事
件
を
人
間
性
や

家
系
の
こ
と
と
関
連
付
け
て
、
か
か
る
人
物
な
れ
ば
か
く
あ
る
べ
し
と
い
う
発
想

に
拠
っ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
前
掲
し
た
三
田
村
鳶
魚
の

説
は
、
こ
の
『
雪
窓
夜
話
』
所
収
話
に
拠
り
つ
つ
武
道
を
体
現
し
た
美
談
と
す
る

方
向
へ
加
工
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
『
因
府
録
』
は
第
四
に
、「
同
条
ま
た
佐
久
間
が
古
記
に
曰
」
と
し
て

次
を
掲
げ
る
。
同
条
と
は
こ
の
前
の
第
三
に
引
く
『
雪
窓
夜
話
』
巻
八
を
指
す
か

と
も
思
わ
れ
る
が
、
現
存
『
雪
窓
夜
話
』
の
写
本
に
は
こ
の
記
述
は
見
ら
れ
な

い
。
佐
久
間
が
古
記
に
つ
い
て
は
未
詳
。

　
　

 

高
浜
・
西
田
喧
嘩
の
事
は
、
寛
文
六
年
七
月
朔
日
登
城
の
前
晩
に
、
隣
家

故
同
道
の
約
束
申
、
朔
日
に
高
浜
誘
ひ
申
候
所
、
西
田
は
「
先
に
御
出

可
レ
被
レ
下
。
御
跡
よ
り
登
城
可
レ
申
」
と
及
二
返
答
一
候
故
、
高
浜
は
登
城
す
。

西
田
も
跡
よ
り
登
城
す
る
に
、
此
時
西
田
大
口
に
て
段
々
咄
し
の
席
に
、「
隣

家
の
船
頭
は
家
筋
に
て
朝
起
故
」
抔
と
殊
の
外
過
言
の
咄
し
聞
遁
し
難
く
候

得
共
、
無
二
何
事
一
下
城
し
、
翌
日
早
天
に
西
田
が
宅
に
高
浜
罷
越
し
案
内

に
及
び
候
所
、
台
所
よ
り
「
昨
日
の
過
言
了
簡
に
不
レ
及
」
と
申
、
抜
懸
左

り
げ
さ
に
切
付
け
候
。
…
…
依
て
達
二
上
聞
一
候
所
、
高
浜
が
趣
意
宜
に
付
、

其
儘
切
腹
御
免
の
趣
に
相
聞
え
候
へ
ど
も
、
西
田
が
組
頭
天
野
清
蔵
其
外
組

中
承
知
を
不
レ
致
、「
高
浜
其
儘
御
免
に
相
成
候
は
ゞ
、
天
野
始
組
中
不
レ
残

高
浜
が
宅
に
罷
越
し
、
西
田
が
本
望
達
し
可
レ
申
」
旨
内
談
相
極
め
る
。
此

事
御
上
に
聞
へ
、
事
騒
動
に
付
、
高
浜
は
後
日
に
切
腹
被
二
仰
付
一。

こ
の
説
で
は
、
西
田
は
高
浜
が
先
に
登
城
し
た
こ
と
に
託
け
て
や
は
り
高
浜
の
家

系
を
侮
辱
し
た
と
す
る
。
ま
た
後
半
に
言
う
所
は
、
前
掲
『
家
老
日
記
』
で
、
殿

様
は
非
は
専
ら
西
田
に
有
り
と
し
つ
つ
も
、
結
局
喧
嘩
両
成
敗
の
法
に
よ
り
高
浜

に
切
腹
を
仰
せ
付
け
た
と
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
に
は
、
西
田
の
属
す
る
天

野
清
蔵
組
中
に
よ
る
圧
力
が
働
い
た
と
の
見
方
を
示
し
て
い
る
。

　

以
上
『
因
府
録
』
は
四
つ
の
説
を
併
記
し
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
知
ら
れ
る
の

は
、『
家
老
日
記
』
に
言
う
西
田
の
「
悪
口
」
に
当
た
る
部
分
の
具
体
的
な
中
身

を
語
る
、
ま
た
そ
の
一
方
で
、
実
説
と
齟
齬
を
生
じ
た
ま
ま
虚
構
を
増
幅
さ
せ
て

語
る
、
と
い
っ
た
営
み
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
な
お
鳥
取
県
立
図
書
館

に
『
雪
窓
夜
話
』
と
称
し
つ
つ
別
の
書
と
見
な
す
べ
き
写
本
が
あ
る
。
上
野
忠
親

『
雪
窓
夜
話
』
所
収
の
条
か
ら
取
捨
選
択
し
、
且
つ
記
述
を
改
変
し
つ
つ
継
承
し
、

類
す
る
話
題
を
追
記
編
集
し
た
も
の
で
、
一
八
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
成
立
し

た
も
の
と
見
ら
れ
る
（
以
下
こ
れ
を
、
別
本
『
雪
窓
夜
話
』
と
称
す
る）

12
（

）。
こ
の

書
で
は
、
右
の
『
因
府
録
』
に
引
く
第
一
か
ら
第
三
の
説
を
掲
出
し
て
い
る
。

　
『
因
府
歴
年
大
雑
集）

13
（

』
は
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
没
し
た
岡
島
正
義
が
晩

年
に
編
纂
し
た
書
で
、
藩
に
伝
わ
る
諸
資
料
か
ら
記
事
を
採
集
し
て
い
る
。
但
し

四
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こ
の
条
に
お
い
て
は
、
依
拠
し
た
資
料
名
を
記
し
て
い
な
い
。
西
田
は
「
生
得
悪

言
ヲ
吐
テ
、
ヨ
ク
朝
寝
セ
ル
人
ト
云
」
わ
れ
て
お
り
、
七
月
朔
日
の
御
礼
に
、「
隣

家
同
士
同
道
シ
テ
登
城
ス
可
シ
ト
ノ
約
諾
」
を
し
て
い
た
が
支
障
を
生
じ
た
と

す
る
。

　
　

 

其
日
高
浜
方
ヘ
ハ
、
疾
支
度
ヲ
ナ
シ
テ
、
西
田
ヲ
毎
々
催
促
セ
シ
カ
ド
モ
、

兎
ヤ
角
隙
取
候
内
、
已
ニ
遅
刻
ニ
及
シ
カ
バ
、
権
右
衛
門
ハ
怺
兼
、
留
守
ヘ

断
ヲ
言
遺
シ
テ
登
城
セ
シ
ニ
、
西
田
来
リ
テ
、
不
快
ニ
存
ジ
、
出
仕
ノ
上
、

権
右
衛
門
ノ
聞
所
ニ
テ
人
ニ
語
候
ニ
ハ
、「
我
等
ガ
居
ケ
ル
近
辺
ハ
馬
方
船

頭
ノ
寄
合
ニ
テ
、
一
旦
約
束
セ
シ
コ
ト
モ
当ア

テ

ニ
ナ
ラ
ズ
。
去
ド
モ
船
頭
ガ
急

ギ
船
ヲ
出
シ
候
テ
モ
、
俗
諺
ニ
モ
言
ヘ
ル
ガ
如
ク
、
遅
キ
船
モ
淀
ニ
著
タ
リ
」

ト
、
権
右
衛
門
ガ
父
ノ
初
微
賤
ナ
リ
シ
コ
ト
ヲ
莟フ

ク

ミ
テ
、
朋
友
群
居
ノ
中
ニ

テ
散
々
悪
口
ニ
及
シ
カ
バ
、
権
右
衛
門
ハ
其
座
モ
難
二
黙
止
一
思
ヒ
侍
レ
ド

モ
、
殿
中
ナ
レ
バ
、
無
二
詮
方
一
堪
忍
シ
テ
退
城
セ
リ
。
サ
テ
家
ニ
帰
リ
テ

跡
々
ノ
コ
ト
ド
モ
取
認
メ
、
翌
二
日
ノ
黎
明
、
西
田
ガ
宅
ニ
推
参
シ
テ
、
意

趣
ヲ
述
テ
切
カ
ク
ル
。
西
田
ハ
鮫
鞘
ノ
大
脇
差
ヲ
指
居
ケ
ル
ガ
、
抜
間
モ
無

ク
、
鞘
ノ
マ
ヽ
ニ
請
ケ
ル
ガ
、
刃
ニ
切
込
マ
レ
テ
、
遂
ニ
抜
コ
ト
ナ
ラ
ズ
シ

テ
、
高
浜
ガ
為
ニ
頸
ヲ
打
落
サ
レ
タ
リ
。

こ
れ
は
前
掲
『
因
府
録
』
の
第
二
の
説
と
同
軌
で
あ
る
が
、
更
に
よ
く
筋
が
通
る

よ
う
整
え
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
先
ず
西
田
の
人
間
性
に
問
題
が
あ
っ
た
と
し
た
上

で
、
高
浜
は
同
道
の
約
束
を
守
る
べ
く
西
田
に
支
度
を
促
し
た
が
、
西
田
は
暇
取

り
、
高
浜
は
怺
え
か
ね
て
西
田
に
断
り
を
入
れ
た
上
で
先
に
登
城
し
た
。
と
こ
ろ

が
西
田
は
不
当
に
立
腹
し
、
並
み
居
る
傍
輩
の
前
で
彼
の
家
系
の
こ
と
を
侮
辱
し

た
と
す
る
。

　

以
上
よ
り
、
高
浜
・
西
田
喧
嘩
事
件
の
語
り
伝
え
の
経
緯
を
次
の
よ
う
に
纏
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
先
ず
実
説
と
し
て
は
、『
家
老
日
記
』
に
言
う
如
き
、「
高
浜

が
先
に
、
西
田
は
後
に
登
城
／
西
田
が
高
浜
に
悪
言
、
高
浜
は
堪
忍
／
高
浜
は
翌

朝
西
田
宅
へ
赴
き
前
日
の
件
を
質
し
斬
害
。
そ
の
後
の
首
尾
殊
勝
／
殿
様
は
非
は

専
ら
西
田
に
あ
る
と
認
識
す
れ
ど
、
喧
嘩
両
成
敗
の
法
に
よ
り
、
高
浜
へ
切
腹
仰

せ
付
け
ら
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
、
特
に
、
西
田
の
高
浜
へ
の
悪

口
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
部
分
を
、
西
田
の
人
間
性
、
高
浜

の
家
系
と
い
う
観
点
に
沿
っ
て
描
き
込
ん
だ
。
上
野
忠
親
『
雪
窓
夜
話
』
の
説

は
、
相
手
を
斬
り
に
行
っ
た
側
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
が
、
当
事
者
の
人
間
性
や

家
系
の
こ
と
と
合
理
的
に
繋
が
る
こ
と
を
意
識
し
て
話
が
組
み
立
て
ら
れ
た
こ
と

が
見
て
取
れ
る
。

三
　
野
間
彦
兵
衛
宅
に
お
け
る
斬
害
事
件

　

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
七
月
一
九
日
、
野
間
彦
兵
衛
宅
に
お
い
て
、
彦
兵
衛

ら
が
小
草
履
取
の
虎
之
助
に
斬
害
さ
れ
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。『
家
老
日
記
』
同

年
八
月
二
五
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　

 

先
月
十
九
日
之
夜
、
野
間
彦
兵
衛
を
何
も
の
や
ら
ん
斬
殺
し
、
立
退
申
に
付
、

御
国
境
迄
御
歩
行
に
足
軽
相
添
追
手
に
被
遣
候
へ
ば
、
其
後
石
井
郡
よ
り
注

進
、
倉
見
村
に
而
自
害
人
両
人
有
之
、
下
人
と
相
見
へ
申
由
に
付
、
遂
吟
味

候
へ
ば
、
彦
兵
衛
召
仕
候
虎
之
助
と
申
小
草
履
取
、
壱
人
は
角
助
と
申
人
足

之
由
候
。
其
後
関
助
・
六
助
と
申
彦
兵
衛
下
人
同
類
之
由
に
付
、
銀
子
分
ケ

取
仕
候
哉
と
御
目
付
衆
数
日
遂
吟
味
被
申
候
処
に
、
両
人
は
銀
子
之
儀
取
不

申
由
申
候
。
然
共
、
彦
兵
衛
を
斬
殺
し
、
銀
子
わ
け
取
可
仕
と
、
前
廉
申
合

仕
候
。

続
い
て
科
人
虎
之
助
、
共
に
逃
亡
し
た
角
助
、
共
謀
し
た
と
見
な
さ
れ
た
関
助
・

六
助
等
の
刑
罪
の
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
事
件
の
発
生
と
科
人
ら
の
追
跡

五

鳥
取
藩
池
田
光
仲
時
代
に
お
け
る
事
件
の
実
録
化
に
つ
い
て
（
田
中
則
雄
）

－ 180 －



捕
縛
と
刑
罪
に
関
す
る
大
筋
の
み
が
記
さ
れ
、
斬
害
の
具
体
的
な
在
り
様
に
つ
い

て
は
触
れ
て
い
な
い
。
然
る
に
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
人
々
の
間
で
語
り
伝
え
ら

れ
て
い
た
。『
因
府
歴
年
大
雑
集
』
で
は
、
依
拠
し
た
文
献
名
を
記
さ
な
い
が
、

殺
害
の
状
況
に
つ
い
て
具
体
的
な
記
述
を
収
録
し
て
い
る
。

　
　

 

十
九
日
之
夕
方
、
彦
兵
衛
は
常
の
如
く
行
水
し
て
浴
衣
の
ま
ゝ
居
た
る
所

に
、
い
か
ゞ
し
て
か
出
け
ん）

14
（

、
虎
之
助
出
来
て
、
手
も
な
く
主
人
を
刃
殺
し
、

幷
伜
の
孫
之
丞
を
も
弑
し
け
る
が
、
家
臣
何
某
与
三
太
夫
と
云
者
、
此
物
音

に
驚
て
駈
出
け
る
所
を
、
是
も
同
敷
斬
倒
し
ぬ
。

こ
れ
が
別
本
『
雪
窓
夜
話
』
で
は
、
更
に
詳
細
な
描
写
と
な
る
。

　
　

 

天
和
二
年
壬
戌
七
月
十
九
日
ノ
黄
昏
ノ
コ
ト
ナ
リ
シ
ニ
、
彦
兵
衛
浴
ヨ
リ
出

テ
浴
衣
ヲ
著
シ
、
座
敷
ノ
縁
側
ニ
端
居
シ
テ
居
ケ
ル
ヲ
、
家
来
虎
之
助
ト
云

十
八
歳
ナ
ル
小
奴
郎
、
後
ロ
ヨ
リ
脇
指
ニ
テ
一
打
ニ
切
弑コ

ロ

シ
テ
、
夫
ヨ
リ
一

子
孫
之
丞
ト
云
八
歳
ナ
ル
ヲ
、
又
斬
ル
。
其
時
家
臣
ハ
独
身
ニ
テ
モ
有
ケ
ル

ガ
、
病
気
ニ
テ
長
屋
ニ
引
籠
リ
居
ケ
ル
ヲ
、
推ヲ

シ

入
テ
是
ヲ
モ
切
殺
シ
テ
、
門

戸
ヲ
シ
メ
錠
ヲ
ヲ
ロ
シ
、
本
宅
ニ
帰
リ
、
召
ツ
カ
ヒ
ノ
男
女
立
騒
ギ
ケ
ル
ヲ
、

「
汝
等
ニ
意
趣
ナ
ケ
レ
バ
、
構
フ
コ
ト
ナ
シ
。
必
ズ
動
ク
コ
ト
ナ
カ
レ
。
モ

シ
異
心
ア
ラ
バ
、
倶
ニ
切
ベ
シ
」
ト
テ
、
恬
然
ト
大
胆
不
敵
ナ
レ
バ
、
素
ヨ

リ
婦
女
下
郎
、
何
カ
ハ
違
背
ス
ベ
キ
、
平
伏
シ
テ
ヒ
ソ
マ
リ
居
ケ
ル
間
、
乳

母
ヲ
捕
ヘ
、
主
人
所
持
ノ
金
銀
ノ
有
所
ヲ
責
問
ヒ
、
是
ヲ
奪
ヒ
、
徒
女
婢
ニ

食
ヲ
炊カ

シ

ガ
セ
テ
、
心
行
迄
ニ
食
セ
、
大
ナ
ル
握
リ
飯
ヲ
藁
苞
ニ
包
ミ
、
角
助

ト
云
下
部
ヲ
引
具
シ
、
夜
ニ
マ
ギ
レ
テ
逃
行
ケ
ル
。

彦
兵
衛
、
孫
之
丞
、
家
臣
を
斬
っ
た
こ
と
は
『
因
府
歴
年
大
雑
集
』
と
同
じ
で
あ

る
が
（『
因
府
歴
年
大
雑
集
』
で
は
家
臣
の
名
を
与
三
太
夫
と
す
る
）、
こ
ち
ら
の

方
が
動
作
な
ど
状
況
の
描
写
が
具
体
的
で
あ
る
。
ま
た
続
い
て
家
人
等
を
脅
し
金

銀
を
奪
い
食
を
貪
る
様
を
、
彼
の
「
恬
然
ト
大
胆
不
敵
」
と
い
う
人
物
像
に
収
斂

さ
せ
る
書
き
方
で
あ
る
。

　

科
人
追
跡
に
関
し
て
、『
家
老
日
記
』
で
は
、
石
井
（
岩
井
）
郡
よ
り
の
注
進
に

て
、
自
害
人
あ
り
と
て
吟
味
す
る
と
虎
之
助
と
角
助
で
あ
っ
た
と
し
て
い
た
。『
因

府
歴
年
大
雑
集
』
で
は
、
実
は
次
の
よ
う
な
壮
絶
な
場
面
が
あ
っ
た
と
す
る
。
虎

之
助
は
角
助
と
共
に
但
馬
方
面
を
指
し
て
逃
亡
し
た
が
、
翌
朝
蔵
見
村
の
山
中
で

追
人
ら
に
囲
ま
れ
た
。
す
る
と
角
助
を
伴
い
巌
上
に
登
っ
た
。

　
　

 

そ
の
場
へ
巨
巌
の
あ
り
し
か
ば
、
此
上
へ
取
上
り
、
坦
然
と
し
て
座
し
居
た

り
。
多
人
数
こ
れ
を
取
囲
み
し
か
共
、
最
前
の
手
並
に
懲
て
、
敢
て
近
付
も

の
無
し
。
依
之
種
々
好
語
を
以
偽す

か寄
し
捕
へ
ん
と
計
り
け
る
に
、
角
助
既
に

下
り
行
ん
と
せ
る
色
あ
る
を
見
て
、
虎
之
助
申
け
る
様
は
、「
天
地
の
間
広

し
と
い
へ
共
、
主
人
を
殺
害
せ
し
も
の
ゝ
未
助
命
せ
ら
れ
し
例
を
聞
ず
。
汝

が
如
き
愚
夫
に
後
日
恥
を
曝
さ
し
め
ん
よ
り
は
、
し
か
じ
今
我
が
手
に
か
け

て
成
仏
を
得
さ
す
べ
き
に
は
」
と
、
頓
而
角
助
を
引
寄
、
脇
差
に
て
刺
殺
し
、

「
虎
之
助
が
最
期
の
体
を
見
置
よ
」
と
云
ま
ゝ
に
、
直
に
そ
の
血
刃
を
含
ん

で
断
巌
よ
り
倒
に
落
て
貫
れ
て
死
し
け
れ
ば
、
見
る
人
皆
身
の
毛
を
よ
だ
て

け
る
。
今
に
此
所
へ
は
、
虎
之
助
巌
と
て
遺
蹤
を
伝
へ
け
る
よ
し
、
村
民
の

語
り
け
る
。

蔵
見
村
で
は
こ
の
話
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
別
本
『
雪
窓
夜

話
』
で
は
、

　
　

 （
追
人
ら
が
巌
の
上
の
二
人
を
）
取
巻
テ
ス
カ
シ
ヲ
ロ
サ
シ
メ
ン
ト
ス
。
虎

之
助
、
今
ハ
遁
レ
マ
ジ
ク
ヤ
思
ヒ
ケ
ン
、
角
助
ニ
向
ヒ
、「
我
自
害
ス
ベ
シ
。

汝
モ
覚
悟
セ
ヨ
」
ト
云
。
角
助
フ
ル
ヒ
ワ
ナ
ヽ
キ
ケ
ル
ヲ
、「
未
練
者
、
迚

モ
自
ラ
死
ス
ル
コ
ト
ハ
成
マ
ジ
」
ト
テ
、
矢
庭
ニ
引
寄
セ
刺
殺
シ
、「
追
手

ノ
手
ニ
ハ
思
ヒ
ヨ
ラ
ズ
」
ト
荒
言
シ
テ
、
返
ス
太
刀
ヲ
咽
ニ
ツ
ラ
ヌ
キ
、
岩

上
ヨ
リ
真
逆
ニ
落
テ
死
シ
タ
リ
ケ
ル
。
冷ス

サ
マ眼

ジ
キ
形
勢
ニ
テ
ア
リ
ケ
リ
ト
云
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リ
。
今
ニ
其
岩
ヲ
、
虎
之
助
岩
ト
云
習
ハ
シ
ケ
リ
。

二
書
は
、
話
は
大
筋
重
な
る
も
の
の
、
行
文
は
合
致
し
な
い
。
相
互
に
影
響
関
係

に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
共
通
す
る
語
り
伝
え
を
元
に
そ
れ
ぞ
れ
書
き
留
め
ら
れ

た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　

ま
た
虎
之
助
の
罪
に
よ
り
彼
の
父
に
も
刑
が
及
ん
だ
が
、
こ
の
こ
と
に
関
連
し

て
、『
因
府
歴
年
大
雑
集
』
に
言
う
。

　
　

 

此
父
の
語
け
る
に
は
、「
我
若
き
比
、
高
野
聖
を
山
中
に
て
殺
し
て
金
を
掠

け
る
に
、
そ
の
時
に
は
露
顕
せ
ず
し
て
年
を
歴
け
る
が
、
虎
之
助
出
生
せ
し

に
、
成
長
す
る
に
従
て
、
い
か
に
も
そ
の
面
ざ
し
先
に
殺
し
た
る
聖
に
よ
く

似
け
る
故
、
不
思
議
な
る
事
に
思
ひ
居
け
る
が
、
果
し
て
彼
が
為
に
命
を
殞お

と

し
け
る
は
自
業
自
得
な
り
」
と
、
お
の
が
因
果
の
程
を
か
き
く
ど
き
け
る
と

ぞ
。

一
方
別
本
『
雪
窓
夜
話
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
簡
潔
で
あ
る
。

　
　

 

親
ハ
作
州
宇
和
津
生
処
ナ
リ
。「
先
年
高
野
山
衆
ヲ
殺
シ
テ
金
ヲ
奪
ヒ
、
当

国
ニ
遁
来
テ
住
ケ
ル
ガ
、
宿
業
不
レ
遁
、
今
爰
ニ
報
ヒ
ケ
ル
」
ト
懺
悔
シ
テ
、

首
ヲ
刎
ラ
レ
ケ
ル
ト
也
。

こ
の
部
分
に
関
し
て
は
、『
因
府
歴
年
大
雑
集
』
の
方
が
内
面
の
震
慄
を
よ
り
伝

え
る
文
章
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
同
じ
く
岡
島
正
義
の
編
に
よ
る
『
因
府
年

表）
15
（

』
で
は
、
こ
の
父
親
の
告
白
に
関
す
る
事
を
、「
世
説
に
云
」、「
今
に
邦
俗
の

口
碑
に
伝
れ
り
」
と
、
口
承
に
よ
り
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

虎
之
助
が
主
彦
兵
衛
を
害
す
る
に
至
っ
た
動
機
に
つ
い
て
も
語
り
伝
え
が
行
わ

れ
て
い
た
。『
因
府
歴
年
大
雑
集
』
で
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　

 

当
家
の
伜
未
幼
少
な
り
け
る
が
、
町
方
へ
盆
中
の
躍
を
見
物
に
出
ん
と
て
、

小
草
履
取
虎
之
助
と
云
へ
る
若
年
之
者
を
付
て
出
し
け
る
に
、
虎
之
助
は
、

主
人
へ
も
不
告
し
て
躍
の
中
に
打
交
り
て
、
無
余
念
踊
居
け
る
程
に
、
彼
伜

は
、
帰
ら
ん
と
て
虎
之
助
を
呼
共
、
そ
の
辺
に
は
見
へ
ざ
り
し
か
ば
、
無
詮

方
一
人
家
に
帰
り
て
、
し
か
〴
〵
の
由
告
申
け
れ
ば
、
彦
兵
衛
は
兼
而
家
人

の
召
仕
方
苛
酷
の
聞
へ
あ
り
け
る
が
、
大
に
立
腹
し
、
虎
之
助
が
帰
来
を
待

て
譴
責
せ
る
事
、
法
に
過
し
と
か
や
。
加
レ
之
、
斬
戮
に
処
す
べ
し
と
て
、

一
間
へ
閉
籠
家
人
を
番
に
付
置
け
る
。
如
何
成
子
細
あ
り
て
斯
は
手
延
に
相

成
た
る
に
や
、
不
審
候
。

傍
線
部
の
よ
う
に
言
う
も
の
の
、
彦
兵
衛
が
具
体
的
に
何
を
し
た
か
は
書
か
れ
て

い
な
い
。

　

別
本
『
雪
窓
夜
話
』
で
は
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
が
詳
し
い
。
先
ず
、「
賊
元
来

金
銀
ヲ
奪
ン
ト
ノ
工
ミ
（
ニ
）
非
ズ
」、
強
盗
目
的
で
は
な
か
っ
た
と
し
た
上
で
、

こ
の
事
件
は
、
彦
兵
衛
の
人
間
性
の
問
題
に
起
因
す
る
と
の
見
方
を
示
す
。

　
　

 

彦
兵
衛
歳
未
ダ
三
十
ニ
ミ
タ
ズ
、
天
質
不
遜
ニ
シ
テ
、
人
ヲ
侮
リ
、
ア
マ
ツ

サ
ヘ
大
酒
ヲ
嗜
ミ
、
ヤ
ヽ
モ
ス
レ
バ
放
逸
無
三
ノ
フ
ル
マ
ヒ
ド
モ
多
カ
リ
ケ

レ
バ
、
傍
輩
ト
イ
ヘ
ド
モ
親
近
ス
ル
者
少
ク
、
叔
父
久
七
是
ヲ
折
檻
シ
テ
飲

酒
ヲ
誡
メ
誓
約
ヲ
書
シ
メ
タ
リ
。
今
ノ
久
六
ガ
家
ニ
残
レ
リ
。

さ
て
去
る
七
月
一
四
日
の
夜
、
彦
兵
衛
の
一
子
孫
之
丞
が
踊
り
見
物
に
行
く
と
て

虎
之
助
を
供
に
遣
わ
し
た
。
兼
ね
て
踊
り
が
好
き
で
あ
っ
た
虎
之
助
は
、
孫
之
丞

を
人
に
預
け
て
自
分
は
人
々
と
共
に
謡
い
躍
っ
た
の
で
、
孫
之
丞
は
退
屈
し
て
人

に
伴
わ
れ
て
帰
っ
た
。
虎
之
助
は
夜
更
け
ま
で
躍
り
続
け
、
帰
ろ
う
と
し
て
孫
之

丞
を
探
す
が
既
に
帰
っ
て
い
た
の
で
、
仕
方
な
く
す
ご
す
ご
と
帰
っ
た
。
か
く
て

翌
日
彦
兵
衛
に
よ
る
譴
責
が
生
じ
た
。

　
　

 
彦
兵
衛
、
虎
之
助
ヲ
座
敷
ノ
広
庭
ニ
呼
出
シ
テ
、「
汝
ハ
躍
ガ
ス
キ
ナ
レ
バ
、

躍
テ
見
セ
ヨ
」
ト
云
。
僕
身
ニ
覚
ヘ
タ
ル
誤
リ
ア
レ
バ
、
赤
面
シ
テ
踞
ル
。

主
人
弥
責
ル
コ
ト
再
三
ナ
リ
。
僕
固カ

タ
ク

辞
ス
レ
ド
モ
叶
ハ
ズ
、
立
テ
躍
リ
ケ

ル
。
シ
バ
〳
〵
時
ウ
ツ
レ
ド
モ
許
サ
ズ
。
モ
シ
懈ヲ

コ
タリ

ア
レ
バ
、
詈ノ

ヽ
シリ

鞭
ウ
チ
、
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猶
厭イ

ト

ハ
ズ
ヤ
思
ヒ
ケ
ン
、
終
ニ
ハ
大
便
小
便
ヲ
呑
セ
テ
止
ケ
リ
ト
ナ
ン
。
僕

一
言
モ
ナ
ク
、
恥
辱
ヲ
面
目
ニ
ヒ
タ
シ
テ
己
ガ
部
屋
ニ
入
リ
、
飲
食
ヲ
絶
テ

不
レ
出
ト
ナ
リ
。
傍
若
無
人
ノ
呵
嘖
、
サ
ホ
ド
憎
ク
カ
ラ
ン
ニ
ハ
殺
サ
ン
ニ

如
カ
ズ
。
僕
ガ
行
跡
ニ
超コ

ヱ

タ
リ
ト
云
ン
カ
。

こ
の
時
封
印
さ
れ
た
虎
之
助
の
憤
怒
が
、
四
日
後
の
一
九
日
に
爆
発
し
た
と
見
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
掲
げ
た
『
因
府
歴
年
大
雑
集
』、
別
本
『
雪
窓
夜
話
』
の
記
述
は
大
筋
に

お
い
て
齟
齬
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
一
方
が
一
方
に
依
拠
し
て
成
っ
た
と
い
う

関
係
は
認
め
難
く
、
原
初
と
な
る
語
り
伝
え
を
元
に
そ
れ
ぞ
れ
筆
記
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
な
お
前
掲
し
た
『
因
府
年
表
』
の
、
世
説
、
口
碑
に
拠
る
と
い
う

言
の
通
り
で
あ
れ
ば
、
事
件
の
細
部
に
関
す
る
語
り
伝
え
は
、
岡
島
正
義
の
生
き

た
近
世
後
期
に
ま
で
及
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

四
　
深
尾
角
馬
に
よ
る
百
姓
三
人
斬
害
事
件

　

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
一
〇
月
一
三
日
、
深
尾
角
馬
が
百
姓
三
人
を
斬
害
す

る
事
件
が
起
こ
っ
た
。『
家
老
日
記
』
同
月
二
一
日
の
条
に
よ
れ
ば
、
事
件
後
角

馬
は
口
上
書
を
提
出
、
殿
様
の
お
耳
に
達
し
た
が
、
彼
に
は
道
理
が
無
い
と
さ
れ
、

組
頭
神
戸
縫
殿
へ
御
預
け
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
二
一
日
評
定
所
へ
罷
り
出
る

よ
う
命
じ
た
が
、
委
細
口
上
書
に
記
し
た
と
て
拒
否
し
た
た
め
、
殿
様
は
使
者
に
、

必
ず
同
道
せ
よ
、
抵
抗
し
た
ら
そ
の
場
で
討
っ
て
よ
い
と
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
角

馬
は
漸
く
こ
れ
に
従
っ
た
が
、
こ
の
度
の
一
件
不
届
な
る
旨
仰
せ
渡
さ
れ
た
。

　
　

 

深
尾
角
馬
、
去
十
三
日
於
在
宅
百
姓
三
人
切
殺
申
候
。
其
趣
以
口
上
書
、
神

戸
縫
殿
迄
申
達
候
。
同
十
九
日
達
御
耳
候
。
右
之
委
細
道
理
無
之
に
付
、
神

戸
縫
殿
え
御
預
可
被
成
と
被
仰
出
。
廿
一
日
評
定
所
え
罷
出
候
様
に
、
乾
十

郎
右
衛
門
・
寺
嶋
彦
右
衛
門
同
道
候
而
罷
出
候
様
に
と
申
遣
候
処
、「
前
廉

委
細
書
記
差
上
候
上
は
、
罷
出
に
不
及
儀
」
と
、
不
罷
出
由
。「
然
共
縫
殿

方
え
之
儀
に
候
は
、
可
罷
出
」
と
両
人
之
使
え
申
越
候
。「
御
意
と
不
承
候

故
、
心
得
違
に
て
も
可
有
之
」
と
、
達
御
耳
、
重
而
右
之
両
使
に
、「
評
定

所
へ
同
道
候
様
に
被
仰
渡
も
有
之
候
間
、
可
罷
出
」
と
被
仰
遣
候
。「
此
上

に
て
不
罷
出
候
は
ゞ
、
当
分
に
討
申
様
に
」
と
、
両
人
え
被
仰
付
事
、
歩
行

目
付
衆
門
外
迄
罷
越
居
申
様
に
、
万
一
首
尾
に
よ
り
内
へ
も
参
候
様
に
と
、

横
目
衆
へ
申
渡
事
。
其
後
評
定
所
え
角
馬
罷
出
候
故
、
今
度
不
届
之
被
仰
渡

申
渡
、
即
刻
縫
殿
方
へ
請
取
之
候
事
。

か
く
て
同
二
七
日
の
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
裁
許
が
下
っ
た
と
あ
る
。

　
　

深
尾
角
馬
被
仰
付
事
。

　
　

一 

今
度
、
於
在
宅
百
姓
三
人
令
殺
害
候
段
、
組
頭
迄
差
出
候
口
上
書
之
通
迄

に
て
は
、
斬
之
科
に
て
無
之
処
、
理
不
尽
の
事
。

　
　

一 

兼
而
之
依
意
趣
、
此
度
存
立
儀
候
は
、
前
廉
組
頭
又
は
横
目
え
も
可
相
断

之
処
、
無
其
儀
段
越
度
之
事
。

　
　

一
評
定
所
え
罷
出
候
儀
、
及
異
儀
、
剰
其
節
見
廻
之
者
共
え
無
断
請
候
事
。

　
　

 

右
之
通
、
不
届
思
召
付
而
、
切
腹
被
仰
付
旨
、
神
戸
縫
殿
え
志
摩
宅
に
而
申

渡
事
、
為
検
使
中
西
長
太
夫
・
喜
多
村
八
兵
衛
縫
殿
宅
え
罷
越
候
事
。

元
よ
り
斬
害
の
件
自
体
が
理
不
尽
で
あ
り
、
そ
の
他
の
対
応
も
不
適
切
で
あ
っ
た

と
し
て
、
切
腹
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
但
し
こ
こ
に
は
、
彼
が
百
姓
三
人
を
斬
っ

た
と
い
う
事
件
の
中
身
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
江
戸
藩

邸
で
作
成
さ
れ
た
『
御
用
人
日
記）

16
（

』
で
も
こ
の
点
は
同
様
で
あ
る
。

　
『
陟

ち
よ
く

屺き

語ご

林り
ん

』
は
、
池
田
光
仲
の
側
室
厚
恩
院
が
光
仲
の
行
状
に
つ
い
て
語
っ

た
事
を
、
上
野
忠
親
が
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る）

17
（

。
こ
の
件
に
関
す
る
一
条
で
、
事

件
発
生
の
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
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 （
角
馬
は
）
晩
年
ニ
ハ
八
東
郡
花
フ
サ
郡
家
ト
云
村
里
ニ
逼
塞
シ
居
ケ
ル
ニ
、

庄
屋
ノ
子
権
右
衛
門
ト
ヤ
ラ
ン
云
者
角
馬
ガ
娘
ト
密
通
シ
ケ
ル
ヲ
、
娘
ト
モ

ニ
相
手
ヲ
討
テ
捨
ナ
バ
後
難
ナ
カ
ル
ベ
キ
ニ
、
角
馬
思
様
ハ
、「
子
ノ
恥
ハ

親
ノ
恥
ナ
リ
。
露
顕
シ
テ
切
テ
捨
テ
モ
我
世
上
ヘ
面
目
ナ
シ
」
ト
心
付
タ
ル

ハ
、
左
モ
有
ベ
キ
ト
モ
云
ン
ガ
、
左
ア
リ
ナ
バ
一
向
知
ラ
ヌ
顔
ニ
テ
差
置
テ

外
ニ
又
何
ト
ゾ
思
案
モ
有
ベ
キ
事
ナ
ル
ニ
、
事
ヲ
左
右
ニ
託
シ
テ
相
手
ヲ
討

ン
ト
思
フ
ハ
、
武
ノ
一
偏
ニ
カ
タ
ヨ
リ
テ
世
法
ノ
立
ザ
ル
ヲ
知
ザ
ル
也
。
其

年
ノ
年
貢
ニ
悪
米
ヲ
持
来
レ
ル
ト
云
テ
其
罪
ヲ
咎
メ
、
親
モ
子
モ
一
所
ニ
討

捨
ケ
リ
。
此
事
会
所
ノ
御
沙
汰
ニ
成
テ
、
殺
ス
程
ノ
罪
無
キ
者
ヲ
理
不
尽
ニ

殺
害
シ
タ
ル
ニ
落
居
セ
リ
。
是
ニ
因
テ
在
郷
ヨ
リ
御
城
下
ヘ
召
出
サ
レ
、
角

馬
ガ
組
頭
ナ
レ
バ
、
神
戸
縫
殿
ガ
宅
ニ
預
置
レ
ケ
リ
。

娘
の
私
通
を
揉
み
消
す
た
め
の
所
為
で
あ
っ
た
と
す
る
。
続
い
て
角
馬
が
剛
強
の

者
と
さ
れ
、
よ
っ
て
神
戸
宅
に
預
け
置
く
に
際
し
て
剛
力
の
者
を
番
人
に
付
け
た

こ
と
を
い
う
。
こ
れ
は
、
先
ず
は
彼
が
雖せ

い

あ
井
蛙
流
を
創
始
し
た
剣
術
の
師
で
あ
っ

た
こ
と
に
よ
る
が
、
同
時
に
そ
の
人
格
に
警
戒
す
べ
き
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
が
関

係
し
て
い
た
と
見
て
い
る
。

　
　

 

角
馬
ハ
兼
テ
剛
強
ノ
者
ト
呼
レ
、
其
頃
ハ
専
ラ
武
ヲ
励
ミ
腕
ヲ
摩
ル
者
ノ
ミ

多
キ
中
ニ
、
角
馬
ト
見
テ
ハ
其
席
ヲ
避
テ
一
坐
セ
ザ
ル
程
ノ
者
也
。
角
馬
ハ

並
ヨ
リ
小
男
ニ
テ
、
夏
ナ
ド
ハ
渋
帷
子
ニ
寸
ノ
短
キ
朱
鞘
ノ
大
小
ヲ
指
テ
異

体
ニ
見
ユ
。
サ
ノ
ミ
力
有
ル
沙
汰
モ
無
ク
、
傍
輩
ト
付
合
口
論
モ
セ
ザ
レ
ド

モ
、
ト
カ
ク
世
上
ヨ
リ
恐
怖
シ
ケ
レ
バ
、
横
紙
破
リ
ニ
死
ヲ
極
メ
死
物
狂
ヒ

ニ
イ
カ
ナ
ル
無
分
別
ヲ
カ
仕
出
サ
ン
モ
知
難
シ
ト
テ
、
其
頃
ハ
相
撲
ヲ
御
好

ミ
ナ
サ
レ
シ
カ
バ
、
音
ニ
聞
エ
タ
ル
大
力
ノ
河
南
杢
兵
衛
ナ
ド
云
タ
ル
者
等

ヲ
撰
出
シ
、
十
余
人
ヅ
ヽ
隔
番
ニ
付
置
レ
タ
リ
シ
ガ
、

然
る
に
角
馬
は
最
期
に
臨
ん
で
極
め
て
冷
静
な
振
る
舞
い
を
し
た
。
番
人
た
ち
に

向
か
っ
て
、
以
前
他
国
で
見
物
し
た
相
撲
の
話
を
す
る
。
そ
の
最
中
に
検
使
と
し

て
喜
多
村
八
兵
衛
が
来
て
、
切
腹
仰
せ
付
け
の
由
を
申
し
渡
す
。
角
馬
は
、
言
説

爽
や
か
に
一
礼
述
べ
て
元
の
座
敷
に
戻
っ
て
番
人
た
ち
に
向
か
い
、「
拙
者
重
キ

御
咎
ヲ
蒙
ル
上
ハ
討
首
ニ
仰
付
ラ
レ
テ
モ
是
非
ニ
及
バ
ザ
ル
ヲ
、
武
士
ノ
大
法
ニ

死
ヲ
賜
ル
ハ
有
難
キ
事
也
」
と
述
べ
た
上
で
、
先
ほ
ど
の
相
撲
の
話
の
続
き
を
今

生
の
名
残
と
し
て
聞
い
て
欲
し
い
と
言
い
、
自
分
が
見
た
手
合
わ
せ
の
有
様
を
、

「
真
実
ニ
其
心
ヨ
リ
面
白
ク
思
フ
気
色
ニ
テ
、
平
生
ヨ
リ
モ
猶
イ
サ
マ
シ
ク
仕
方

咄
ヲ
シ
テ
仕
廻
タ
リ
」、「
其
時
ノ
物
云
ヒ
気
色
ヲ
見
ル
ニ
、
今
切
腹
ノ
座
敷
ト
ハ

見
エ
ザ
リ
ツ
ル
ト
、
舌
ヲ
巻
テ
一
ッ
話
ニ
ナ
セ
リ
」
と
い
う
様
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
神
戸
縫
殿
が
現
れ
る
と
、
過
日
御
所
望
承
っ
た
家
法
の
薬
方
に
つ
い
て
御
返
答

申
す
と
言
い
、
硯
を
取
り
寄
せ
委
細
に
書
き
記
し
て
渡
し
た
。
続
い
て
行
水
を
勧

め
ら
れ
る
が
、
家
を
出
る
時
切
腹
の
覚
悟
で
既
に
済
ま
せ
て
来
た
の
で
不
要
と
答

え
る
。
ま
た
彼
は
兼
ね
て
牡
丹
を
好
み
、
世
に
深
尾
紅
と
呼
ば
れ
る
無
類
の
名
花

を
作
っ
て
い
た
。
荒
尾
志
摩
が
度
々
所
望
し
た
が
、
権
柄
に
圧
せ
ら
れ
て
送
っ
た

と
思
わ
れ
て
は
不
本
意
と
て
応
じ
な
か
っ
た
。
自
分
が
伏
誅
し
た
後
に
諂
う
者
が

掘
り
遣
わ
し
て
は
無
念
と
思
い
、
手
づ
か
ら
掘
り
出
し
て
捨
て
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
介
錯
は
剣
術
の
弟
子
鈴
置
四
郎
兵
衛
を
頼
み
、
既
に
切
腹
に
臨
む
時
、

懐
中
よ
り
「
守
義
院
清
勇
」
と
自
筆
し
た
紙
を
出
し
て
鈴
置
に
渡
し
、
こ
の
法
名

を
以
て
本
浄
寺
に
て
回
向
を
頼
み
た
い
と
述
べ
、
完
爾
と
し
て
座
に
直
っ
た
。「
何

ト
ナ
キ
物
云
、
立
サ
バ
キ
、
死
場
ニ
向
フ
人
ノ
気
色
ト
ハ
見
エ
ズ
」。
そ
し
て
「
ヨ

キ
時
分
ナ
レ
バ
、
切
腹
ノ
作
法
ヲ
教
フ
ベ
シ
」
と
て
、
左
右
の
足
の
拇
指
を
捻
じ

折
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
介
錯
さ
れ
た
拍
子
に
骸
が
立
ち
上
が
り
仰
の
け
に
刎
ね
返

る
と
見
苦
し
い
の
で
、
前
方
へ
俯
き
倒
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
だ
と
説
明
し
、
腹

一
文
字
に
掻
き
切
っ
た
。「
存
生
ノ
時
ニ
ハ
カ
タ
ク
ナ
者
ナ
ド
ヽ
云
タ
レ
ド
モ
、

死
場
ニ
其
名
ヲ
揚
テ
、
平
生
ノ
悪
名
ハ
は
消
失
テ
云
出
ス
者
モ
無
シ
」
と
評
さ

九
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れ
た
。

　

光
仲
は
角
馬
の
こ
と
を
長
く
心
に
留
め
続
け
た
と
い
う
。
以
後
、
喜
多
村
八
兵

衛
（
前
出
の
検
使
）
を
召
し
出
し
、
角
馬
最
期
の
仕
儀
を
語
ら
せ
た
が
、

　
　

 

其
咄
ノ
内
ヨ
リ
御
落
涙
ナ
サ
レ
、
御
ツ
フ
リ
ヲ
上
サ
セ
ラ
レ
ズ
。
事
畢
テ
自

ラ
御
涙
ヲ
拭
ハ
セ
給
ヒ
テ
、「
扨
モ
惜
キ
者
ヲ
殺
ツ
ル
事
哉
。
家
ノ
大
法
ト

云
モ
ノ
ハ
思
フ
ニ
叶
ハ
ネ
バ
是
非
ナ
シ
。
ア
タ
ラ
侍
ヲ
一
人
失
ヒ
タ
リ
」
ト

ノ
御
意
ア
リ
。

そ
の
後
も
逝
去
の
前
ま
で
年
に
何
度
も
喜
多
村
を
召
し
て
は
語
ら
せ
、
必
ず
「
大

法
ト
云
モ
ノ
ハ
是
非
ナ
キ
モ
ノ
ニ
テ
有
ケ
リ
。
扨
モ
惜
キ
侍
ヲ
殺
シ
タ
ル
事
哉
」

と
て
落
涙
さ
れ
た
。
そ
し
て
尼
公
（
厚
恩
院
）
は
、「
数
遍
聞
タ
ル
ニ
ヨ
リ
、
此
事

ハ
今
モ
能
覚
エ
テ
居
ル
」
と
仰
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
喜
多
村
が
筆
者
上
野

忠
親
に
こ
う
語
っ
た
と
も
い
う
。

　
　

 「（
殿
様
に
語
る
度
に
）
イ
ツ
モ
板
行
ノ
書
ヲ
ヨ
ム
様
ニ
申
上
ザ
レ
バ
成
ザ
ル

ニ
ヨ
リ
、
後
ニ
ハ
八
兵
衛
モ
甚
心
労
ニ
成
テ
、
前
後
増
減
ナ
キ
様
ニ
ト
深
ク

慎
テ
少
モ
滞
リ
ナ
ク
申
上
ル
内
ニ
ハ
、
寒
中
ニ
モ
一
身
ニ
大
汗
ヲ
流
シ
タ

リ
。」

　

こ
の
『
陟
屺
語
林
』
所
収
の
条
は
、
厚
恩
院
が
語
っ
た
内
容
を
中
心
と
し
、
末

尾
に
喜
多
村
の
談
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
実
説
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た

も
の
と
推
測
で
き
る
。
こ
こ
に
は
、
角
馬
に
よ
る
斬
害
が
生
じ
た
経
緯
の
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
且
つ
角
馬
の
最
期
に
お
け
る
振
る
舞
い
が
克
明
に
描
か
れ
、

そ
こ
に
表
れ
た
彼
の
人
物
像
に
よ
っ
て
、
斬
害
事
件
の
理
不
尽
を
打
ち
消
し
て
藩

内
で
は
語
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
の
先
頭
に
位
置
し
た
の
が
光
仲
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　

佐
藤
長
健
の
『
因
府
録
』
で
は
、
専
ら
こ
の
『
陟
屺
語
林
』
の
文
章
を
掲
げ

る
。
但
し
出
典
は
記
さ
ず
、
ま
た
「
尼
公
曰
」
云
々
の
表
現
を
外
し
、
事
を
淡
々

と
記
す
文
章
に
整
え
直
し
て
い
る
。

　

岡
島
正
義
の
『
因
府
年
表
』
で
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　

 

案
、
覚
馬
に
最
愛
の
娘
あ
り
。
彼
三
人
の
村
民
の
内
に
陰
穢
あ
り
。
覚
馬
深

く
此
事
を
恥
て
、
知
た
る
者
ど
も
を
殺
害
す
。
素
よ
り
身
家
を
捨
て
の
覚
悟

に
て
遂
に
隠
諱
せ
し
と
云
。

先
の
『
陟
屺
語
林
』
で
は
、
年
貢
の
米
に
言
い
掛
か
り
を
付
け
相
手
方
の
親
子
を

斬
っ
た
と
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
娘
の
私
通
の
こ
と
を
知
る
者
共
を
殺
害
し
た

と
す
る
。

　

彼
の
娘
が
百
姓
家
の
息
子
と
通
じ
た
こ
と
が
発
端
で
あ
る
と
す
る
説
が
藩
内
に

拡
が
っ
て
い
た
こ
と
は
、
ま
た
別
の
資
料
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
別
本
『
雪
窓
夜
話
』

に
は
、
以
下
に
掲
げ
る
通
り
詳
細
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　
　

 

角
馬
一
人
ノ
娘
ア
リ
。
名
ヲ
於
鍋
ト
云
。
同
村
（
八
東
郡
花
房
郡
家
村
）
ニ

奥
家
ノ
清
兵
衛
ト
云
ル
富
農
ア
リ
。
嫡
子
ヲ
治
右
衛
門
、
二
男
ヲ
長
右
衛
門

ト
云
、
一
家
ノ
上
下
四
十
人
計
モ
暮
シ
ケ
ル
隠
レ
ナ
キ
百
姓
ナ
リ
。

事
の
起
こ
り
は
、
こ
の
娘
が
奥
家
の
次
男
長
右
衛
門
を
恋
慕
し
、
乳
母
に
艶
書
を

託
し
、
七
月
の
謡
躍
の
場
に
紛
れ
て
渡
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　

 

其
後
角
馬
此
コ
ト
ヲ
知
テ
胸
間
ニ
安
カ
ラ
ズ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
シ
カ
〴
〵
ノ
コ

ト
ニ
及
ン
デ
ハ
娘
不
義
ノ
難
ノ
ガ
レ
ズ
。
如
何
ニ
モ
穏
便
ノ
方
便
ヲ
思
惟
シ

ケ
ル
。

深
尾
の
長
屋
に
住
む
七
右
衛
門
と
い
う
小
百
姓
は
元
来
奥
家
に
長
く
仕
え
た
者
で

あ
っ
た
の
で
、
こ
の
者
を
使
い
と
し
て
、
秘
か
に
先
方
へ
娘
を
嫁
せ
し
め
よ
う
と

考
え
た
。
一
方
七
右
衛
門
は
、
深
尾
は
武
家
な
れ
ど
困
乏
、
奥
家
は
農
家
な
れ
ど

名
高
き
富
有
故
両
家
の
幸
い
と
思
い
、
角
馬
の
胸
臆
を
探
り
問
う
。
角
馬
は
究
竟

の
事
と
内
心
喜
ん
だ
が
、
表
に
は
「
彼
は
富
農
、
当
方
は
貧
士
故
難
し
か
ろ
う
」

と
答
え
た
。
七
右
衛
門
は
角
馬
の
本
意
を
読
み
取
り
、
清
兵
衛
に
こ
の
こ
と
を
談

一
〇
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じ
た
。

　
　

 
清
兵
衛
素
ヨ
リ
百
姓
原
、
兼
テ
角
馬
ガ
天
性
急
速
ナ
ル
ヲ
恐ヲ

ヂ
ヲ
ソ怖

レ
タ
レ
バ
、

更
ニ
思
ヨ
ラ
ズ
、
眉
ヲ
ヒ
ソ
メ
テ
云
ク
、「
琴
瑟
鋤
鍬
ニ
代
ベ
カ
ラ
ズ
。
恐

ラ
ク
ハ
業
ヲ
廃
シ
家
ヲ
破
ル
ノ
基
ヒ
是
ヨ
リ
甚
シ
キ
ハ
ナ
シ
。
世
ニ
イ
フ
牛

ハ
牛
連
レ
コ
ソ
長
久
策
ナ
リ
」
ト
一
向
塵
灰
モ
ツ
カ
ザ
ル
体
タ
ラ
ク
ナ
レ

バ
、
七
右
衛
門
案
ニ
違
ヒ
深
尾
ニ
再
談
ス
ベ
キ
ヤ
ウ
ナ
ク
閉
口
シ
タ
リ
ケ
ル

ガ
、
他
日
角
馬
其
コ
ト
ヲ
モ
レ
聞
テ
忿
憤
ニ
タ
ヘ
ズ
ト
雖
モ
更
ニ
其
色
モ
ミ

ヘ
ズ
打
過
ケ
ル
。

か
く
て
玄
猪
に
当
た
る
一
〇
月
一
三
日
、
例
年
奥
家
か
ら
深
尾
に
餅
を
贈
っ
て
い

た
が
、
偶
々
こ
れ
を
忘
れ
て
日
暮
れ
に
及
ん
で
し
ま
っ
た
。
相
手
の
機
嫌
を
思
い

煩
い
、
長
右
衛
門
が
一
器
を
持
参
し
て
弁
解
し
つ
つ
詫
び
た
。
角
馬
は
案
の
外
喜

色
を
表
し
長
右
衛
門
を
暫
く
引
き
留
め
て
雑
話
す
る
。
や
が
て
帰
ろ
う
と
し
て
、

草
履
を
探
っ
て
俯
く
と
こ
ろ
を
抜
き
打
ち
に
切
り
付
け
た
。
そ
し
て
長
屋
に
居
る

七
右
衛
門
を
呼
び
出
し
、
父
親
の
清
兵
衛
を
呼
び
に
行
か
せ
る
。

　
　

 

清
兵
衛
家
族
長
右
衛
門
ガ
遅
キ
ヲ
案
ジ
居
ケ
レ
バ
、
何
事
ナ
ラ
ン
ト
清
兵
衛

急
テ
来
リ
ケ
ル
ヲ
、
角
馬
ハ
門
ノ
扉
ニ
待
伏
シ
テ
ヤ
リ
過
テ
是
ヲ
キ
リ
、
夫

ヨ
リ
又
治
右
衛
門
ニ
モ
来
レ
ト
云
ヤ
リ
ケ
ル
。

長
男
の
治
右
衛
門
は
只
事
な
ら
ず
と
父
弟
の
身
を
憂
え
つ
つ
来
た
。

　
　

 

深
尾
ガ
門
ノ
外
面
ニ
立
テ
内
ノ
様
子
ヲ
覘ウ

カ
ヾフ

ニ
、
月
サ
ヤ
カ
ニ
シ
テ
門
内
ノ

体
ア
リ
〳
〵
ト
見
透ト

ヲ
シケ

ル
。

治
右
衛
門
は
仰
天
し
て
逃
げ
帰
り
、
有
り
合
う
金
銀
を
携
え
船
岡
を
指
し
て
逃
げ

た
が
、
大
事
を
忘
れ
た
と
て
途
中
か
ら
自
宅
へ
引
き
返
し
た
。
角
馬
は
待
て
ど
も

治
右
衛
門
が
来
な
い
の
で
、
奥
家
へ
行
き
門
内
に
忍
び
入
り
様
子
を
窺
っ
て
い

た
。
治
右
衛
門
は
そ
れ
を
知
ら
ず
に
帰
っ
て
来
て
斬
り
付
け
ら
れ
る
。
治
右
衛
門

は
逃
げ
回
る
が
、
七
右
衛
門
が
こ
れ
を
捕
ら
え
る
。
角
馬
は
治
右
衛
門
を
斬
っ
て
、

静
々
と
家
に
帰
り
、
そ
の
趣
を
鳥
取
に
通
達
し
た
。
翌
一
四
日
組
頭
を
は
じ
め
監

察
の
面
々
が
大
勢
在
所
に
到
着
、
清
兵
衛
の
家
族
は
大
い
に
驚
き
、
残
っ
た
者
も

斬
ら
れ
る
の
か
と
狼
狽
し
逃
げ
回
っ
た
。

　

こ
こ
か
ら
は
前
掲
『
家
老
日
記
』
と
同
内
容
の
こ
と
が
、
但
し
若
干
詳
細
な
文

言
で
記
さ
れ
る
。
即
ち
、
殿
様
は
角
馬
の
口
上
を
聞
か
れ
て
も
、
こ
の
斬
害
に
は

道
理
は
無
い
と
さ
れ
、
組
頭
へ
お
預
け
な
さ
れ
た
こ
と
、
評
定
所
へ
出
る
よ
う
申

し
付
け
た
も
の
の
、
既
に
提
出
し
た
書
面
に
尽
く
し
た
と
て
こ
れ
を
拒
否
し
た
こ

と
、
殿
様
か
ら
再
度
の
申
し
付
け
が
あ
り
、
抗
え
ば
即
時
に
討
つ
べ
し
と
も
仰
せ

ら
れ
た
こ
と
、
二
七
日
、
角
馬
へ
の
切
腹
仰
せ
付
け
が
な
さ
れ
た
こ
と
と
そ
の
三

箇
条
の
文
面
、
全
て
『
家
老
日
記
』
の
記
述
と
合
致
す
る
。
こ
の
あ
た
り
は
藩
に

伝
わ
っ
た
記
録
に
依
拠
し
て
書
い
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

更
に
続
け
て
切
腹
の
前
の
一
連
の
振
る
舞
い
が
記
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
は
『
陟

屺
語
林
』
と
重
な
る
が
、
文
章
は
そ
れ
よ
り
簡
潔
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
次
の
よ

う
な
角
馬
へ
の
評
価
を
記
し
て
い
る
。

　
　

 

大
丈
夫
ソ
レ
程
武
名
ヲ
惜
ム
ナ
ラ
、
疾
ク
娘
ヲ
バ
斬
ザ
ル
ゾ
ヤ
。
言
行
同
ジ

カ
ラ
ズ
。
人
ヲ
殺
ス
コ
ト
塵
埃
ヨ
リ
モ
軽
ク
、
唯
一
女
ノ
愛
情
ニ
眩
惑
シ
テ

終
ヲ
ヨ
ク
セ
ズ
。
慎

ツ
ヽ
シ
マズ

ン
バ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

続
け
て
、
角
馬
は
「
是
マ
デ
手
討
ヲ
嗜
ム
コ
ト
六
十
度
ニ
及
」
ん
だ
と
し
、
殿
様

は
、
角
馬
に
対
し
て
慮
外
不
届
を
す
る
者
が
そ
こ
ま
で
多
い
と
い
う
の
は
不
自
然

で
あ
る
、
今
回
の
事
件
に
つ
い
て
も
心
を
付
け
て
詮
議
す
る
よ
う
に
と
仰
せ
ら
れ

た
と
す
る
。

　

足
立
正
声
が
編
纂
し
た
『
剝
蘚
集）

18
（

』（
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
成
）
に
は
、「
雪

窓
夜
話
曰
」
と
し
て
、
別
本
『
雪
窓
夜
話
』
の
右
に
掲
げ
た
一
連
の
文
章
を
引

く
。
そ
れ
に
加
え
て
、
上
野
忠
親
『
雪
窓
夜
話
』
巻
八
に
収
め
る
次
の
話
を
挙

げ
て
い
る
（
以
下
、
直
接
『
雪
窓
夜
話
』
の
写
本
に
拠
っ
て
掲
げ
る
）。
江
戸
詰
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め
の
折
に
、
若
き
面
々
が
式
台
に
集
ま
っ
て
、
誰
の
丈
は
あ
の
鴨
居
に
届
く
か
な

ど
と
話
し
て
い
た
の
を
、
角
馬
は
自
分
が
小
男
で
あ
る
の
を
嘲
弄
す
る
も
の
と
思

い
、
帯
せ
る
脇
指
を
引
き
抜
き
我
が
頭
上
に
立
て
、「
拙
者
ノ
尺
ハ
鴨
柄
ニ
余
リ

タ
ル
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
ヤ
」
と
言
っ
た
と
し
、

　
　

 

一
座
ノ
咄
ヤ
ミ
テ
二
言
ト
イ
フ
者
ナ
ク
苦
笑
シ
テ
居
タ
ル
ト
、
其
比
ノ
世
上

ノ
沙
汰
ニ
テ
ア
リ
ケ
ル
ト
云
レ
シ
也
。
虚
実
ハ
知
ザ
レ
共
、
此
人
ニ
於
テ
ハ

云
カ
ネ
マ
ジ
キ
人
ナ
レ
バ
、
諸
人
共
ニ
サ
モ
ア
ラ
ン
ト
思
ヒ
テ
云
ヒ
ロ
メ
ケ

ル
ナ
ラ
ン
。
人
ミ
ナ
避ヨ

ケ

テ
通
シ
テ
相
手
ニ
成
ザ
リ
シ
ハ
尤
ノ
事
也
。

な
お
『
剝
蘚
集
』
に
は
引
か
な
い
が
、
同
じ
く
『
雪
窓
夜
話
』
巻
八
に
は
、
角
馬

の
武
術
の
系
譜
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、「
角
馬
ハ
一
方
向
カ
タ
ク
ナ
人
ニ
テ
有

ケ
レ
バ
、
傍
輩
中
モ
用
捨
シ
テ
親
近
ス
ル
者
ナ
カ
リ
シ
ト
也
」
と
し
て
お
り
、
や

は
り
そ
の
人
格
に
一
癖
有
る
こ
と
が
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

別
本
『
雪
窓
夜
話
』
所
収
話
で
は
、
角
馬
が
武
術
の
達
人
で
あ
り
、
最
期
の
振

る
舞
い
も
殊
勝
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
し
か
し
一
方
で
百
姓
斬
害
は
理
不
尽
な
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
懸
隔
の
背
後
に
彼
の
人
格
の
問
題
を
捉
え
て
い
る
。

奥
家
の
清
兵
衛
が
婚
姻
の
話
を
断
っ
た
の
は
、「
兼
テ
角
馬
ガ
天
性
急
速
ナ
ル
ヲ

恐ヲ
ヂ
ヲ
ソ怖

レ
」
て
い
た
た
め
と
し
て
い
た
。
周
囲
に
一
種
の
底
気
味
悪
さ
を
与
え
て
し

ま
う
が
故
に
他
者
と
意
思
疎
通
を
う
ま
く
図
れ
ず
、
そ
の
中
で
劣
等
感
や
被
害
妄

想
を
増
幅
さ
せ
、
独
善
不
寛
容
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
ま
た
、
忠
親
『
雪
窓

夜
話
』
の
、
頭
上
に
脇
指
を
立
て
る
人
物
像
と
も
繋
が
る
部
分
が
あ
っ
た
。

五
　
宮
脇
久
右
衛
門
京
都
に
お
け
る
刃
傷
事
件

　

正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
大
坂
で
刊
行
さ
れ
た
熊
沢
淡
庵
編
『
近
代
正
説
砕
玉

話
』（
以
下
『
砕
玉
話
』）
巻
八
に
、
元
鳥
取
藩
士
宮
脇
久
右
衛
門
が
京
都
で
起
こ

し
た
刃
傷
事
件
の
こ
と
が
記
さ
れ
る）

19
（

。

　
　

 

松
平
相
模
守
光
仲
ノ
従
士
宮
脇
久
右
衛
門
、
故
ア
リ
テ
因
州
ヲ
出
奔
シ
妙
心

寺
ニ
往
テ
円
頂
黒
衣
ノ
姿
ト
ナ
ル
。

宮
脇
は
天
神
の
縁
日
に
老
い
た
る
禅
門
一
人
を
誘
引
し
て
北
野
に
参
詣
し
た
が
、

そ
の
帰
路
、
禅
門
が
大
酔
し
て
町
同
心
八
人
に
行
き
当
た
り
、
同
心
ら
が
大
い
に

罵
っ
た
。
宮
脇
は
鄭
重
に
詫
び
た
が
同
心
ら
は
聞
き
入
れ
ず
、
二
人
と
も
打
ち
倒

せ
と
て
取
り
巻
い
た
。
宮
脇
は
「
今
コ
ソ
坊
主
ナ
レ
、
近
比
マ
デ
武
士
ナ
リ
シ

ゾ
。
恥
辱
ヲ
受
テ
カ
ン
ニ
ン
ハ
セ
マ
ジ
」
と
て
、
禅
門
の
杖
を
取
り
、
向
か
っ
て

く
る
同
心
の
刀
を
打
ち
落
と
し
て
奪
う
や
即
座
に
斬
り
倒
し
た
。
続
い
て
ま
た
一

人
を
斬
り
四
人
に
手
を
追
わ
せ
て
追
い
散
ら
し
た
。
宮
脇
は
そ
の
場
で
腹
を
切
ろ

う
と
し
た
が
、
近
辺
の
者
た
ち
が
こ
れ
を
止
め
て
奉
行
所
へ
連
れ
て
行
く
。
板
倉

周
防
守
重
宗
の
問
い
に
、
武
士
の
習
染
を
忘
れ
ず
し
て
か
か
る
仕
儀
に
及
ん
だ
旨

答
え
、
あ
と
は
物
も
言
わ
な
か
っ
た
。
板
倉
は
、
全
く
同
心
ら
の
狼
藉
で
あ
る
と

し
て
、
宮
脇
を
助
け
、
光
仲
に
使
者
を
遣
わ
し
、
彼
を
帰
参
さ
せ
ら
る
べ
し
と
言

い
送
っ
た
。
光
仲
は
宮
脇
を
召
し
返
し
て
本
知
四
百
石
を
与
え
た
―
―
と
す
る
。

　

然
る
に
こ
れ
を
修
正
す
る
説
が
鳥
取
藩
関
係
者
の
側
か
ら
唱
え
ら
れ
た
。
上
野

忠
親
『
雪
窓
夜
話
』
巻
九
に
、
先
ず
右
の
『
砕
玉
話
』
の
該
当
話
を
全
文
に
わ

た
っ
て
引
用
し
、
そ
の
上
で
言
う
。

　
　

 

備
前
、
因
幡
ハ
同
家
ノ
別
レ
ニ
テ
同
ジ
家
中
ノ
如
ク
ニ
テ
相
互
ニ
家
中
ノ
事

ヲ
知
タ
レ
バ
、
熊
沢
ガ
書
レ
シ
事
大
方
相
違
ノ
事
ナ
ケ
レ
共
、
余
程
年
ヲ
経

テ
ノ
事
ナ
レ
バ
、
其
咄
ニ
展
転
ノ
誤
リ
無
コ
ト
能
ハ
ズ
。

編
者
の
熊
沢
淡
庵
は
肥
前
平
戸
藩
の
出
身
で
後
に
岡
山
藩
池
田
家
に
仕
え
た
と
さ

れ
る
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
遠
慮
し
た
物
言
い
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
事
件
の
次
第

に
つ
い
て
「
予
ガ
聞
タ
ル
ト
ハ
大
キ
ニ
相
違
ア
リ
」
と
し
て
以
下
の
説
を
述
べ
る
。

　
　

 

此
宮
脇
ハ
人
ニ
勝
タ
ル
大
力
ニ
テ
大
胆
不
敵
ノ
荒
者
ニ
テ
、
何
ト
モ
手
に
余

一
二
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リ
持
ア
グ
ミ
、
此
通
リ
ニ
テ
宮
脇
ノ
家
名
ヲ
相
続
セ
シ
メ
ナ
バ
何
事
ノ
過
失

ヲ
ヤ
仕
出
サ
ン
モ
知
ガ
タ
シ
ト
、
類
中
ノ
相
談
ニ
テ
、
妙
心
寺
塔
頭
天
球
院

ハ
御
当
家
ノ
御
位
牌
所
ナ
レ
バ
、
住
持
ヲ
頼
ミ
出
家
セ
シ
メ
、
其
名
ヲ
是
中

ト
云
タ
ル
也
。

即
ち
忠
親
は
、『
砕
玉
話
』
に
「
故
ア
リ
テ
因
州
ヲ
出
奔
シ
」
と
国
法
に
違
犯
し

た
か
の
よ
う
に
言
う
の
は
不
正
確
で
、
自
分
は
、
宮
脇
玄
蕃
の
家
よ
り
出
た
安
藤

弥
右
衛
門
な
る
老
士
に
委
細
を
聞
い
た
の
で
、
こ
ち
ら
を
信
ず
べ
し
と
主
張
す

る
。
ま
た
鳥
取
龍
峯
寺
の
前
住
蘭
随
和
尚
は
、
正
に
宮
脇
が
負
傷
し
て
妙
心
寺
に

帰
っ
て
来
た
時
に
介
抱
し
た
僧
で
あ
る
。
興
禅
寺
の
寂
潭
和
尚
は
蘭
随
よ
り
遥
か

に
年
若
く
、
こ
の
時
は
小
僧
に
て
、
老
僧
衆
の
話
を
側
で
委
細
に
聞
い
た
人
で
あ

る
。
あ
る
時
蘭
随
が
興
禅
寺
へ
招
か
れ
、
寂
潭
と
昔
今
の
話
が
多
く
出
た
時
自
分

は
行
き
合
わ
せ
て
こ
れ
を
聞
い
た
が
、
事
件
の
次
第
は
『
砕
玉
話
』
に
言
う
所
と

大
い
に
異
な
る
と
す
る
。

　

先
ず
喧
嘩
の
場
所
は
北
野
で
は
な
く
、
祇
園
の
御
旅
所
、
寺
町
四
条
の
辻
で
始

ま
り
、
そ
こ
か
ら
寺
町
通
り
を
下
が
る
こ
と
一
町
の
内
で
斬
り
合
っ
た
の
で
あ

る
。『
砕
玉
話
』
は
白
昼
の
喧
嘩
と
捉
え
て
い
る
が
、
実
は
夜
の
こ
と
。
相
手
は

町
同
心
で
は
な
く
、
こ
の
部
分
は
自
分
が
蘭
随
か
ら
聞
い
た
話
の
記
憶
が
曖
昧
だ

が
、
讃
岐
か
伊
予
か
、
四
国
の
者
に
は
相
違
な
く
、「
其
国
ヨ
リ
学
文
ノ
為
ニ
上

京
シ
テ
四
五
年
モ
滞
留
シ
テ
居
タ
ル
者
共
」
で
、
医
師
、
儒
者
、
神
道
者
、
浪
人

の
侍
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
内
の
四
五
人
が
本
国
へ
帰
る
と
い
う
の
で
学

友
共
が
祇
園
町
で
送
別
の
遊
宴
を
し
て
い
た
。

　
　

 

其
時
ニ
茶
屋
ノ
前
ヲ
宮
脇
一
人
ノ
影カ

ゲ

間マ

冶ヤ

郎ラ
ウ

ヲ
同
道
シ
テ
通
リ
タ
ル
ヲ
見

テ
、
茶
屋
ニ
居
タ
ル
乱
酔
ノ
者
ド
モ
、「
出
家
ノ
白
昼
ニ
余
リ
ニ
人
ノ
耳
目

ヲ
憚
カ
ラ
ザ
ル
体
ヲ
ス
ル
」
ト
云
テ
種
々
ノ
悪
口
ヲ
云
タ
レ
共
、

宮
脇
は
、
自
分
は
無
刀
の
身
に
て
敵
対
叶
わ
ず
、
ま
た
殊
に
「
歌
舞
妓
ノ
子
共
ヲ

誘
引
シ
タ
ル
ナ
レ
バ
時
節
ワ
ロ
シ
」
と
考
え
、「
無
念
ノ
胸
ヲ
摩サ

ス
リテ

」
行
き
過
ぎ

た
。
し
か
し
、「
元
来
任
俠
ノ
過
タ
ル
故
ニ
依
テ
信
心
モ
発
起
セ
ザ
ル
宮
脇
ヲ
無

理
無
体
ニ
出
家
サ
セ
タ
ル
者
ナ
レ
バ
、
姿
ハ
沙
門
ナ
レ
共
心
ハ
昔
ニ
カ
ハ
ラ
ズ
」、

「
イ
カ
ニ
シ
テ
モ
昼
ノ
一
言
ハ
黙
シ
テ
ハ
居
ラ
レ
ズ
」、
日
は
暮
れ
た
が
か
の
輩
は

未
だ
酒
を
飲
み
続
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
帰
り
を
待
ち
合
わ
せ
て
鬱
憤

を
散
ず
べ
し
と
、「
昔
ノ
無
分
別
ヲ
コ
リ
テ
怺タ

マ

ラ
レ
ズ
、
黒
衣
ノ
下
ニ
脇
指
ヲ
帯

シ
テ
、
誰
ニ
モ
斯
ト
知
シ
メ
ズ
只
一
人
天
球
院
ヲ
夜
中
ニ
忍
ビ
出
ケ
ル
」。
か
く

て
寺
町
四
条
の
辻
で
、
茶
屋
よ
り
帰
る
件
の
酔
人
た
ち
と
行
き
合
っ
た
。「
今
日

ノ
悪
口
雑
言
思
ヒ
知
レ
」
と
言
い
様
脇
指
を
抜
い
て
一
打
に
斬
り
倒
し
、
そ
の
脇

指
を
町
家
の
屋
の
上
に
投
げ
上
げ
、
斬
り
倒
し
た
敵
の
刀
を
奪
い
取
っ
て
六
七
人

を
相
手
に
戦
う
が
、
敵
は
大
勢
、
斬
り
捲
か
れ
て
寺
町
通
り
を
南
へ
引
き
退
り
、

斬
り
合
っ
た
末
、
大
溝
に
倒
れ
入
っ
た
。
追
っ
て
来
た
者
共
も
宮
脇
の
上
に
将
棋

倒
し
に
転
び
重
な
る
。
宮
脇
は
溝
の
中
に
仰
臥
な
が
ら
上
に
載
っ
た
者
共
を
持
ち

上
げ
楯
に
し
た
の
で
、
相
手
方
は
同
士
討
ち
に
斬
ら
れ
た
。
そ
の
隙
に
大
溝
か
ら

這
い
上
が
り
残
る
者
共
と
戦
い
、
三
人
を
斬
害
し
、
四
五
人
に
深
手
浅
手
を
負
わ

せ
た
。「
寺
内
ニ
ハ
喧
嘩
ノ
様
子
ヲ
知
リ
タ
ル
者
モ
有
ツ
レ
共
、
此
事
其
比
寺
外

ニ
テ
ハ
一
向
沙
汰
ナ
シ
」
と
な
っ
た
。
公
儀
か
ら
は
、
帯
刀
の
者
が
僧
侶
に
狼
藉

仕
掛
く
る
と
は
卑
怯
至
極
、
不
届
千
万
と
さ
れ
、
彼
等
は
斬
ら
れ
損
と
な
り
、
宮

脇
は
お
咎
め
無
し
で
相
済
ん
だ
。
こ
の
人
は
後
に
還
俗
し
て
宮
脇
平
太
左
衛
門
と

言
っ
た
。
以
上
が
二
名
の
和
尚
の
話
で
あ
る
、
と
す
る）

20
（

。

　

前
述
の
通
り
『
砕
玉
話
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
が
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）、
後

印
本
も
多
く
、
従
っ
て
こ
の
説
の
方
が
流
布
し
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。
地
方
の

事
件
に
関
す
る
話
が
、
全
国
の
話
を
集
成
す
る
武
家
説
話
集
に
取
り
込
ま
れ
る

時
、
実
説
か
ら
離
れ
て
筋
を
明
瞭
化
し
善
悪
褒
貶
を
截
然
と
示
す
方
向
へ
と
変
容

し
て
い
く
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
が）

21
（

、
こ
こ
で
も
そ
の
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
。
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取
藩
関
係
者
の
間
で
は
、
こ
の
一
旦
流
布
し
た
説
を
敢
え
て
強
く
意
識
し
つ
つ
、

真
説
は
こ
う
で
あ
る
と
修
正
す
る
形
で
語
り
伝
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
第
一

節
に
挙
げ
た
如
き
近
代
の
書
籍
は
、
専
ら
『
砕
玉
話
』
に
依
拠
し
、
地
元
の
関
係

者
の
間
で
か
か
る
言
説
が
あ
っ
た
こ
と
は
把
握
し
な
い
ま
ま
、
こ
れ
を
唯
一
の
も

の
と
理
解
し
た
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

六
　
結
語

　

前
稿
で
扱
っ
た
宅
間
八
太
夫
事
件
が
生
じ
た
の
は
寛
文
一
一
年
（
一
六
七
一
）、

や
は
り
光
仲
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
本
稿
で
検
討
し
た
所
を
併
せ
考
え
る
と
、

光
仲
時
代
の
事
件
は
約
半
世
紀
を
経
て
一
七
〇
〇
年
代
の
前
半
か
ら
中
葉
に
か
け

て
、
依
然
と
し
て
鳥
取
藩
関
係
者
の
間
で
語
り
伝
え
ら
れ
、
そ
の
内
容
が
上
野
忠

親
や
佐
藤
長
健
の
著
作
に
書
き
留
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
更
に

降
っ
て
一
八
〇
〇
年
代
中
葉
、
岡
島
正
義
や
足
立
正
声
に
よ
っ
て
改
め
て
収
集
採

録
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
、
忠
親
・
長
健
の
著
作
か
ら
引
く
も
の
も
あ
れ

ば
、
同
時
代
の
口
承
に
拠
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
あ
る
事
件
に
関
す
る
あ
る
情

報
が
ど
の
時
点
で
変
容
し
た
か
を
明
確
に
跡
付
け
る
の
は
難
し
い
。
た
だ
、
藩
の

公
的
記
録
が
記
さ
な
い
事
件
の
内
実
部
分
に
関
し
て
、
実
は
こ
う
で
あ
っ
た
と
、

当
事
者
の
人
間
性
や
状
況
な
ど
と
関
連
付
け
て
筋
を
通
し
て
語
る
営
み
が
長
き
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
窺
い
知
れ
る
。
地
方
に
は
一
方
で
、
地
元
で
起

こ
っ
た
事
件
を
実
録
体
小
説
と
し
て
の
書
物
の
形
態
に
整
え
る
に
至
っ
た
例
も

多
々
存
す
る
。
そ
の
成
立
過
程
に
お
い
て
も
、
本
稿
で
見
た
如
き
語
り
伝
え
書
き

伝
え
の
営
み
が
行
わ
れ
た
か
と
推
測
す
る
が
、
検
証
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。

注（
1
）『
山
陰
研
究
』
一
五
、二
〇
二
二
年
一
二
月
。

（
2
）『
鳥
取
県
史 

第
四
巻
』（
鳥
取
県
、
一
九
八
一
年
）

（
3
）
こ
の
高
浜
・
西
田
喧
嘩
の
一
件
に
つ
い
て
は
、
第
二
節
で
改
め
て
検
討
す
る
。

（
4
）『
鳥
取
藩
研
究
の
最
前
線
』（
鳥
取
県
立
博
物
館
、
二
〇
一
七
年
）
所
収
。

（
5
）
初
出
は
一
九
一
八
年
。『
三
田
村
鳶
魚
全
集 

第
一
巻
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
六

年
）
所
収
。

（
6
）
こ
の
他
押
川
春
浪
・
窪
田
空
穂
校
『
柳
荒
美
談
上
篇
（
国
民
叢
書
第
一
篇
）』（
村
瀬

書
院
、
一
九
一
一
年
）
等
も
同
じ
話
を
載
せ
る
。

（
7
）『
家
老
日
記
』
は
、
鳥
取
県
立
博
物
館
蔵
。

（
8
）『
高
浜
槌
弥
家
譜
』
は
、
鳥
取
県
立
博
物
館
蔵
。

（
9
）『
因
府
録
』
は
、『
鳥
取
県
史 

第
六
巻
』（
鳥
取
県
、
一
九
七
四
年
）
に
拠
る
。

（
10
）「
早
船
も
淀
、
遅
船
も
淀
」（
物
事
に
遅
速
は
あ
れ
ど
結
局
同
じ
所
へ
辿
り
着
く
）
と

い
う
俚
諺
を
出
し
て
、
高
浜
の
家
系
の
こ
と
を
当
て
擦
っ
た
の
で
あ
る
。

（
11
） 

上
野
忠
親
『
雪
窓
夜
話
』
は
、
鳥
取
県
立
図
書
館
蔵
本
に
拠
る
。

（
12
） 

こ
の
写
本
に
つ
い
て
は
、
注
1
前
掲
論
文
に
お
い
て
論
及
し
た
。

（
13
）『
因
府
歴
年
大
雑
集
』
は
、『
新
鳥
取
県
史 

資
料
編 

近
世
6
』（
鳥
取
県
、
二
〇
一
九

年
）
に
拠
る
。

（
14
）「
い
か
ゞ
し
て
か
出
け
ん
」
と
は
、
こ
の
後
に
引
用
す
る
部
分
に
、
彦
兵
衛
が
虎
之

助
を
譴
責
し
た
後
一
間
に
閉
じ
込
め
て
番
を
付
け
置
い
た
こ
と
を
記
す
の
を
受
け
、
囲

み
を
破
っ
て
彦
兵
衛
を
襲
っ
た
こ
と
を
言
う
。
同
じ
く
岡
島
正
義
の
編
に
よ
る
『
因
府

年
表
』（
注
15
参
照
）
に
も
、「
斯
る
処
に
如
何
し
て
事
を
拵
へ
候
こ
と
や
、
其
囲
を
抜

出
」
と
、
同
様
の
捉
え
方
を
し
て
い
る
。

（
15
）『
因
府
年
表
』
は
、『
鳥
取
県
史 

第
七
巻
』（
鳥
取
県
、
一
九
七
六
年
）
に
拠
る
。

（
16
）『
御
用
人
日
記
』
は
、
鳥
取
県
立
博
物
館
蔵
。

（
17
）『
陟
屺
語
林
』
は
、
鳥
取
県
立
図
書
館
蔵
本
（
請
求
記
号
、
二
八
九
／
一
三
―
一
）
に

一
四
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拠
る
。

（
18
）『
剝
蘚
集
』
は
、
鳥
取
県
立
図
書
館
蔵
。

（
19
）『
近
代
正
説
砕
玉
話
』
は
、
周
南
市
立
鹿
野
図
書
館
岩
崎
文
庫
蔵
本
（
国
文
学
研
究

資
料
館
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
に
拠
る
。

（
20
）『
因
府
夜
話
』
は
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
に
没
し
た
佐
藤
長
通
が
晩
年
に
著
し
、

子
の
長
健
が
引
き
継
い
で
増
補
し
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
増
補
部
分
に
は
上
野
忠
親

『
雪
窓
夜
話
』
と
同
一
の
話
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
条
、『
雪
窓
夜
話
』
が
両
和

尚
の
談
と
て
そ
の
出
所
を
明
示
す
る
の
に
対
し
て
、『
因
府
夜
話
』
で
は
曖
昧
な
書
き
方

に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
話
に
関
し
て
は
『
雪
窓
夜
話
』
の
方
が
原
型
で
あ
っ
た
か
と
思

わ
れ
る
。

（
21
）
注
1
前
掲
論
文
な
ど
に
、
実
例
と
共
に
論
じ
た
。

資
料
の
引
用
に
あ
た
り
、
下
記
の
処
理
を
行
っ
た
。

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
現
在
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。

一
、
明
ら
か
な
誤
字
は
断
ら
ず
に
改
め
た
。
脱
字
は
（　

）
で
補
っ
た
。

一 

、
原
本
に
お
け
る
有
無
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
た
に
濁
点
、
句
読
点
を
付

し
、
発
話
部
分
に
「　

」
を
補
っ
た
。

一 

、
原
本
に
あ
る
振
り
仮
名
は
読
解
上
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
以
外
は
省
略
し

た
。

一
、
傍
線
、（　

）
に
よ
る
語
句
の
補
記
等
は
、
全
て
筆
者
に
よ
る
。

　

本
稿
は
、
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
の
文
学
・
歴
史
関
係
資
料
の
基
礎

的
調
査
研
究
と
発
信
・
公
開
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
二
〇
二
二
〜
二
〇
二
四

年
度
、
代
表
・
田
中
則
雄
）、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
二
一
Ｋ
〇
〇
二
六
四
「
地
方
実
録

の
展
開
と
享
受
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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Authenticity of Historical Accounts of Events 
That Occurred in the Tottori Domain During 

the Reign of Mitsunaka Ikeda

TANAKA Norio
（Faculty of Law and Literature, Shimane University）

〔 A b s t r a c t 〕

　Looking at Tottori Hansei Shiryo and the collection of documents associated to it, we fi nd 
that the various incidents involving the feudal retainer were not only written down in the 
offi  cial records of the domain such as the “Karo Nikki,” but at the same time various accounts 
about the circumstances and people involved were also created. The events were thus 
recorded in various kinds of literature over the course of time. In addition, the actual facts in 
these accounts were also modifi ed and extended, and unique interpretations and evaluations 
of people and events were created. Something similar to the creation and development of 
jitsuroku （jitsuroku-tai shosetsu literally means true record novels） is taking place here. The 
four stabbing incidents that occurred between 1632‒1685, during the reign of Mitsunaka 
Ikeda—the fi rst feudal lord of the Tottori Domain—continued to be written and transmitted 
until the mid‒1800s. Here, we will look at the aspects of authenticity that can be observed in 
these writings.

Keywords: historical novels, early modern novels, Tottori Domain
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